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検
討
と
い
う
順
で
述
べ
て
い
き
た
い
。

道
夫
教
授
の
「
一
夫
一
婦
制
家
族
の
存
在
基
礎
」
（
「
近
代
家
族
法
の
研
究
」
所
収
）
と
、
玉
城
肇
教
授
「
家
族
史
研
究
上
に
お
け
る

L
.

H
・
モ
ル
ガ
ン
の
意
義
」
べ
（
愛
大
法
経
論
集
第
六
集
所
収
）
の
二
論
文
に
触
発
さ
れ
た
か
ら
で
あ
っ
如
。
そ
の
後
、
法
律
婚
主
義
と
事
実

婚
主
義
と
の
比
較
制
度
的
研
究
や
、
内
縁
問
題
に
つ
い
て
の
研
究
を
進
め
る
に
つ
れ
て
、
制
度
と
し
て
の
一
夫
一
婦
主
義
を
支
え
る
た
め

の
条
件
の
究
明
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
結
局
、
大
学
院
で
の
私
の
研
究
論
文
も
「
近
代
婚
姻
制
度
成
立
史
論
」
（
未
刊
）

②
 

豆
咄
糾
い
江
話
）
と
い
う
題
で
、
近
代
的
一
夫
一
婦
制
の
成
立
と
発
展
史
を
ま
と
め
た
も
の
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
来
ま

と
ま
っ
た
時
間
が
な
い
ま
ま
に
、
放
置
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、

と
無
関
係
な
家
族
法
上
の
問
題
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
事
実
に
常
に
直
面
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
婚
姻
の
形
式
的
成
立
要
件
の
合
理
性

の
問
題
、
．
婚
姻
意
思
の
認
定
・
婚
姻
無
効
の
法
理
の
根
拠
、
配
偶
者
相
続
権
の
性
格
・
夫
婦
扶
助
協
力
義
務
の
性
格
や
内
容
、
子
の
嫡
出

性
の
保
護
の
根
拠
・
離
婚
請
求
権
の
限
界
の
問
題
（
い
5
年

m五
岬
紐
者
）
な
ど
の
す
ぺ
て
が
、
特
定
の
時
点
に
お
け
る
、
そ
の
社
会
で
の

一
夫
一
婦
主
義
の
根
拠
や
法
理
念
に
関
係
し
て
く
る
。
そ
の
意
味
で
、
一
夫
一
婦
制
の
存
在
根
拠
は
何
か
と
い
う
問
題
は
、
常
に
私
の
重

要
関
心
を
よ
せ
る
課
題
で
あ
る
。
不
勉
強
の
た
め
に
、
今
日
も
研
究
は
、

と
め
て
中
間
的
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
作
成
し
、
更
に
今
後
の
研
究
の
出
発
点
に
し
た
い
と
考
え
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
「
一
夫
一
婦
制
度
」
の
意
味
を
確
定
し
、

一
夫
一
婦
制
の
存
立
基
礎

私
が
、

き

＊、

ま

え

カ

-

1

七^

ほ
と
ん
ど
前
進
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
現
在
の
考
え
を
ま

「
婚
姻
発
展
段
階
説
」
の
科
学
性
を
論
じ
、
有
力
な
こ
れ
へ
の
批
判
論
の

一
夫
一
婦
制
が
法
的
及
び
社
会
的
に
定
立
さ
れ
保
護
さ
れ
て
い
る
根
拠

一
夫
一
婦
制
度
の
存
立
基
礎
に
つ
い
て
早
く
か
ら
研
究
上
の
関
心
を
よ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
学
生
時
代
に
読
ん
だ
青
山
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一
夫
一
婦
鵠
の
存
立
基
礎

ま
ず
「
一
夫
一
婦
制
」
が
、

山

ま
で
も
な
い
が
、
法
上
の
一
夫
一
婦
主
義
が
直
ち
に
社
会
的
な
単
婚
主
義
の
実
現
を
意
味
す
る
の
で
な
い
こ
と
ほ
注
意
を
要
す
る
。

ゲ
ル
ス
は
、
資
本
主
義
民
法
の
一
夫
一
婦
主
義
が
、
事
実
上
、
売
淫
と
姦
通
に
よ
っ
て
補
充
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
こ
で
の
一

婚
姻
結
合

(union
conjugal) 
を
当
事
者
の
数
の
上
か
ら
分
類
し
た
制
度
概
念
で
あ
る
こ
と
は
い
う

（
酒
井
書
店
「
家
族
法
と
家

註
山
青
山
教
授
の
、
こ
の
方
面
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
「
民
族
法
学
序
説
」
（
酒
井
書
店
）
に
改
め
ら
れ
た
諸
論
稿
‘
.
「
家
族
」
（
現
代
生
活
群
書
）
な

ど
も
あ
り
、
私
の
家
族
法
学
や
民
族
法
学
的
関
心
は
、
こ
れ
ら
に
負
う
こ
と
が
多
い
が
、
本
稿
で
は
、
教
授
が
婚
姻
発
展
段
階
説
の
批
判
の
か
た
ち

で
執
筆
さ
れ
た
「
一
夫
一
婦
制
家
族
の
存
在
基
礎
」
を
と
り
あ
げ
る
。
中
川
善
之
助
教
授
も
、
婚
姻
発
展
段
階
説
に
批
判
的
で
あ
り
、
古
く
「
婚
姻

史
概
説
」
（
家
族
制
度
全
集
・
史
論
篇
I
)
の
他
に
、
「
婚
姻
と
家
族
の
理
論
」
（
穂
積
・
追
悼
・
「
家
族
法
の
諸
問
題
」
所
収
）
、
「
婚
姻
」
（
岩
波
・

法
律
学
辞
典
第
二
巻
）
な
ど
が
あ
る
。
両
教
授
共
に
、
モ
ル
ガ
ン
11

ニ
ン
ゲ
ル
ス
の
婚
姻
史
理
論
に
対
し
、
機
能
主
義
的
視
角
か
ら
批
判
を
む
け
て

お
ら
れ
、
更
に
社
会
学
者
の
間
で
も
、
岡
田
謙
「
原
始
社
会
」
（
教
養
文
庫
）
「
未
開
社
会
に
お
け
る
家
族
」
（
弘
文
堂
）
の
よ
う
に
、
同
様
の
立
場

ー
と
く
に
乱
婚
説
批
判
ー
が
有
力
で
あ
る
。

し
か
し
、
モ
ル
ガ
ン
11

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
婚
姻
史
の
体
系
を
科
学
的
な
理
論
と
し
て
、
そ
こ
に
時
代
的
制
約
を
認
め
つ
つ
も
、
尚
、
現
代
的
意
義
を

高
く
評
価
さ
れ
た
の
が
玉
城
教
授
で
あ
る
。
学
生
時
代
に
、
教
授
の
お
宅
を
初
め
て
う
か
が
っ
た
と
き
、
私
が
ま
ず
質
問
し
た
こ
と
は
、
教
授
の
、

モ
ル
ガ
ン
が
仮
説
し
た
乱
婚
の
理
論
に
つ
い
て
の
御
意
見
で
あ
り
、
更
に
青
山
・
中
川
教
授
の
モ
ル
ガ
ン
批
判
へ
の
御
批
判
で
あ
っ
た
。
う
す
暗
く

な
る
ま
で
、
秋
の
午
後
を
、
教
授
の
書
斉
で
唯
物
史
観
か
ら
の
婚
姻
発
展
史
の
厳
格
な
規
定
方
法
を
学
ぴ
、
巨
大
な
婚
姻
史
の
体
系
を
、
生
産
様
式

の
発
展
と
労
働
条
件
の
発
展
過
程
に
よ
っ
て
の
み
、
人
間
の
認
識
し
え
な
い
原
始
的
古
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
、
極
め
て
謙

虚
で
且
つ
果
断
な
、
科
学
主
義
の
方
法
を
教
え
ら
れ
た
感
銘
は
、
い
ま
も
忘
れ
得
ぬ
も
の
で
あ
る
。
モ
ル
ガ
ン
11

ニ
ン
ゲ
ル
ス
理
論
の
支
持
者
は
、

わ
が
国
の
家
族
研
究
者
の
間
で
は
少
な
い
が
、
そ
の
方
法
論
の
科
学
性
は
、
今
日
で
も
十
分
機
能
主
義
か
ら
の
批
判
に
耐
え
ら
れ
る
と
、
私
は
考
え

て
い
る
。

図
こ
の
研
究
論
文
（
未
公
表
）
の
思
想
史
の
部
分
の
大
要
は
、
後
に
「
近
代
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
婚
姻
思
想
の
系
譜
」

族
問
題
」
第
二
巻
）
に
収
め
ら
れ
た
。

一
夫
一
婦
制
の
意
味

二^
八

ニ
ン

細



社
会
で
広
く
行
な
わ
れ
て
い
る
人
々
相
互
の
接
触
関
係
の
型
は
、
そ
れ
が
共
通
の
理
解
を
以
っ
て
永
く
続
け
ら
れ
る
ほ
ど
、

的
価
値
を
も
つ
フ
ォ
ー
マ
ル
な
関
係
と
し
て
規
範
価
値
的
に
是
認
さ
れ
保
護
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
更
に
、
国
家
権
力
に
よ
っ
て
法
規
で

明
示
的
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
同
様
の
仮
説
は
婚
姻
法
の
生
成
に
つ
い
て
も
可
能
で
あ
る
。

婚
姻
ほ
、
も
と
よ
り
野
合
的
性
関
係
と
異
り
、
当
事
者
の
多
少
と
も
持
続
的
な
生
活
共
同
と
種
の
繁
殖
と
を
内
容
と
し
て
い
る
。
だ
か

ま
ず
、

121 

夫
一
婦
制
が
、
単
に
女
に
と
っ
て
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
強
調
し
て
い
る
。
た
し
か
に
、
法
律
上
の
婚
姻
存
在
形
式
と
、
社
会
現
象
と
し

て
の
そ
れ
と
は
区
別
し
て
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
更
に

M
・
リ
ヤ
ー
が
述
べ
た
よ
う
に
、
法
律
上
の
一
夫
一
婦
主
義
自
体
に
つ
い

て
も
、
婚
姻
当
事
者
の
数
・
結
合
持
続
期
間
の
長
短
・
結
合
の
厳
粛
性
な
ど
の
点
か
ら
、
実
質
的
に
男
女
両
性
に
と
っ
て
の
単
婚
形
式
が

図

保
障
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
問
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
リ
ヤ
ー
に
い
わ
せ
る
と
、
離
婚
と
再
婚
の
容
易
な
近
代
社
会

囚

の
一
夫
一
婦
制
は
、
主
と
し
て
女
に
と
っ
て
の
、
且
つ
、
相
対
的
一
時
的
結
合
と
し
て
の
み
単
婚
主
義
的
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
う
し

た
、
近
代
法
の
一
夫
一
婦
主
義
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
異
論
が
当
然
に
予
想
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
問
題
は
、
法
上
の
一
夫
一
婦
主
義
が
、

固

か
り
に
非
常
に
厳
格
に
且
つ
男
女
平
等
に
保
障
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
一
夫
一
婦
「
制
度
」

(institution)

の
社
会
統
制
作

用
を
有
効
に
担
保
し
た
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
単
に
法
規
範
の
側
面
か
ら
単
婚
形
式
を
保
障
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
夫
一
婦
制
の
存
立
基
礎
ほ
、
こ
の
社
会
的
事
実
の
中
に
求
め
ら
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
、

い
わ
ば
一
夫
一
婦
制
に
お
け
る
法
と
事
実
の
峻
別
の
問
題
は
、
基
本
的
に
は
法
制
度
論
そ
の
も
の
の
要
請
で
あ
る
。

「
婚
姻
」
や
「
所
有
権
」
が
法
上
の
制
度
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
で
あ
ろ
う
か
。

一
夫
一
婦
制
の
存
立
基
礎

一
六
九

一
定
の
社
会

一
般
に
、

一
定

求
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
後
者
は
、

一
夫
一
婦
主
義
を
有
効
に
成
立
せ
し
め
る
社
会
的
経
済
的
条
件
の
問
題
に
属
す
る
。

い
い
か
え
れ
ば
、
法
上
の
一
夫
一
婦
主
義
の
成
立
根
拠
と
は
別
に
、

一
夫
一
婦
主
義
が
「
制
度
」
と
し
て
存
立
し
う
る
事
実
的
根
拠
が
追

649 



こ
の
、
余
り
に
自
明
な
事
柄
が
、
実
は
、

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

一
夫
一
婦
制
の
存
立
基
礎

ら
、
婚
姻
ほ
、
何
よ
り
も
ま
ず
「
性
」
に
関
し
て
お
仇
‘
且
つ
、
当
事
者
間
の
相
互
作
用
が
他
者
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
な
い
こ
と
を
要

「
性
関
係
」
を
本
質
的
要
素
と

す
る
と
い
う
意
味
で
は
「
社
会
秩
序
」
に
関
し
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
は
法
律
制
度
以
前
の
、

m
 

と
同
時
に
、
常
に
社
会
規
範
に
よ
る
統
制
の
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
婚
姻
は
、

し
つ
つ
、
そ
の
時
代
の
性
秩
序
の
一
部
分
と
し
て
社
会
的
に
承
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
け
を
要
件
と
し
、
そ
の
意
味
で
は
、
た
と
え
ば
近

代
社
会
に
お
い
て
婚
姻
と
婚
姻
外
的
関
係
と
を
区
別
す
る
規
準
（

a亡
町
い
炉
遠
迂
↑
同
）
は
、
婚
姻
の
普
遍
的
要
件
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の

規
準
を
寵
ち
に
原
始
的
古
代
に
も
適
用
し
て
、
そ
こ
で
の
婚
姻
関
係
の
存
否
の
判
断
に
用
い
る
よ
う
な
態
度
は
正
し
く
な
い
と
い
わ
ね
ば

圃

な
ら
な
い
。
こ
の
、
婚
姻
結
合
に
お
け
る
自
然
的
要
素
と
社
会
的
要
素
と
は
、
実
定
法
以
前
の
婚
姻
内
容
で
あ
る
と
同
時
に
、
人
類
性
生

活
史
の
特
定
の
発
展
段
階
に
お
い
て
、
そ
の
時
代
の
「
性
」
観
念
や
家
族
生
活
形
態
に
適
応
し
た
一
定
の
存
在
形
式
を
と
る
こ
と
が
要
求

か
く
て
、
法
上
の
一
夫
一
婦
主
義
は
、
最
初
の
人
類
の
生
活
以
来
、
、
う
け
つ
が
れ
て
き
た
婚
姻
生
活
の
あ
り
方
が
、

に
お
い
て
単
婚
主
義
を
と
る
に
到
っ
た
も
の
を
、
国
家
権
力
に
よ
っ
て
法
的
に
保
護
せ
ん
と
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

一
定
の
歴
史
段
階

一
夫
一
婦
制
の
存
立
基

礎
は
、
実
定
法
の
内
に
あ
る
の
で
は
な
く
て
「
性
」
観
念
や
家
族
生
活
の
発
展
段
階
を
規
定
す
る
社
会
的
経
済
的
諸
条
件
に
求
め
ら
れ
ね

ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
婚
姻
史
研
究
者
の
間
で
も
容
易
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

圃

ず
）
「
第
一
歩
か
ら
現
実

realite
の
上
に
立
つ
」
と
宣
言
し
た
デ
ュ
ル
ケ
ム
は
、

る
こ
と
を
断
定
し
、
「
俗
概
念
は
必
ら
ず
現
象
と
接
触
を
保
つ
か
ら
、
そ
れ
は
膜
々
諸
現
象
が
如
何
な
る
方
針
で
研
究
さ
れ
る
べ
き
か
を
、

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

皿

大
ざ
っ
ば
に
で
は
あ
る
が
我
々
に
指
示
す
る
」
結
果
、
「
家
族
・
所
有
権
・
契
約
な
ど
の
よ
う
な
、
我
々
の
た
え
ず
口
に
す
る
も
の
が
社

さ
れ
、
そ
れ
が
、
社
会
的
に
も
法
的
に
も
支
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

た
と
え
ば
、
（
ま

諸
物
の
性
質
に
対
応
し
て
諸
事
実
の
分
類
方
法
も
異

一
定
の
自
然
的
生
物
学
的
所
与
に
す
ぎ
な
い

一
七
〇
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実
定
法
以
前
の
社
会
関
係

(11教
授
の
い
わ
れ
る
「
客
観
的
実
在
と
し
て
の
法
秩
序
」
）

りヽ が
、
法
律
を
は
な
れ
て
社
会
制
度
な
し
と
い
う
発
想
形
式
I

し
か
も
、
こ
こ
で
の
法
律
は
国
家
の
制
定
法
規
を
さ
す
に
す
ぎ
な
い
ー
ー
'
•

は
、
実
定
法
体
系
を
絶
対
視
し
て
、
そ
の
解
釈
学
的
操
作
に
終
始
す
る
態
度
に
す
ぎ
な
い
。
か
の
「
事
実
を
以
っ
て
権
利
に
置
き
か
え
、

閥

理
念
そ
の
も
の
だ
け
を
観
察
の
対
象
と
す
る
方
法
」
の
無
力
を
説
い
た
、
プ
ロ
オ
の
批
判
が
想
起
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
法
学
者
の
側
で

も
、
た
と
え
ば
山
中
康
雄
教
授
は
、

「
…
…
あ
ら
ゆ
る
社
会
ほ
、
そ
れ
自
身
に
固
有
な
る
法
秩
序
を
内
在
せ
し
め
…
…
成
文
法
典
と
は
、

、
、
、
、
、
。
、
、
、
、
、

人
の
意
識
す
る
と
せ
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
客
観
的
に
実
在
す
る
法
秩
序
が
立
法
者
に
よ
っ
て
主
観
的
に
法
認
識
さ
れ
…
…
条
文
の
体

闘

栽
に
お
い
て
…
…
記
述
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
…
…
」
と
し
て
、

「
社
会
的
に
み
て
婚
姻
を
営
ん
で
い
る
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
を
ー

鴎

内
縁
夫
婦
も
ふ
く
め
て
ー
総
称
す
る
。
…
…
成
文
法
以
前
の
客
観
的
実
在
と
し
て
の
社
会
法
秩
序
が
…
…
（
重
要
で
あ
る
）
…
…
」
と
さ
れ

て
い
る
。
少
な
く
と
も
私
法
上
の
諸
制
度
は
、
既
に
実
在
す
る
事
実
と
し
て
の
フ
ォ
ー
マ
ル
な
シ
ス
テ
ム
を
法
規
で
構
成
し
た
も
の
で
あ

「
社
会
秩
序

11規
範
的
な
社
会
関
係
は
、
同
時
に
法
秩
序
で
も
あ
る
」
と
さ
れ
、
私
が
、
婚
姻
の
如
き
私
法
制
度
の
存
立
甚
礎
を
、

結
合
」

一
夫
一
婦
制
の
存
立
基
礎

い
て
も
、
法
的
手
続
を
経
な
い
事
実
上
の
一
夫
一
婦
は
、

外
在
性
」

(exteriorite)
と
「
拘
束
性
」

(coiltrainte)

た
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
彼
に
と
っ
て
は
科
学
的
認
識
の
対
象
は

一
七

外
形
が
法
律
上
の
一
夫
一
婦
に
似
て

、
、
、

会
学
で
扱
わ
れ
、
従
っ
て
こ
れ
ら
の
物
に
予
先
的
且
つ
厳
格
な
定
義
を
与
え
る
こ
と
が
、
膜
々
社
会
学
者
に
不
用
と
考
え
ら
れ
て
い
る
」

皿

「
人
は
専
ら
通
俗
観
念
に
頼
る
が
、
こ
の
観
念
は
屡
々
、
曖
味
で
あ
る
…
…
」
「
…
…
一
夫
一
婦
制
に
、
事
実
上
の
も
の
と
法
律
上
の
も

四

の
と
二
つ
の
種
類
が
存
在
す
る
の
は
こ
う
し
た
理
由
に
よ
る
…
•
:
」
と
述
べ
、
事
実
上
の
一
夫
一
婦
現
象
は
一
夫
一
婦
制
度
で
な
い
と
し

に
限
ら
れ
、
こ
れ
は
「

「
社
会
的
事
実
」

(le
fai t
 social) 

を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

「
社
会
的
事
実
」
で
あ
り
え
ず
、
一
夫
一
婦
制
の
価
値
を
も
た
な
い
「
自
然
的四

(association naturelle)
に
す
辛
u
ぬ
か
ら
で
あ
る
こ
の
よ
う
な
法
制
度
観
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
保
守
性
は
明
ら
か
で
あ
る

に
求
め
る
べ
き
だ
と
述
べ
た
の
と
同
じ
こ
と
に
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一
夫
一
婦
制
の
存
立
基
礎

ヽ

ヽ

ヽ

閾

な
る
。
教
授
が
、
婚
姻
制
度
発
展
の
「
起
動
力
」
を
「
経
済
や
政
治
の
世
界
に
求
め
る
ぺ
き
」
だ
と
さ
れ
、
内
縁
を
も
含
め
て
婚
姻
制
度

の
存
立
基
礎
を
問
題
と
さ
れ
た
の
は
、
全
く
正
当
で
あ
り
、
法
律
婚
の
み
に
婚
姻
結
合
の
価
値
を
認
め
た
デ
ュ
ル
ケ
ム
の
立
場
を
否
認
す

る
も
の
で
あ
る
。

か
く
て
、
婚
姻
は
、
本
来
的
に
一
定
の
自
然
的
及
び
社
会
的
要
素
を
特
殊
1
1
歴
史
的
状
況
の
下
で
内
在
せ
し
め
る
、
実
定
法
以
前
に
社

会
的
経
済
的
諸
条
件
で
基
礎
づ
け
ら
れ
た
制
度
で
あ
り
、
法
上
の
婚
姻
形
式
が
ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
よ
う
と
も
、
尚
、
当
該
社
会
が
お

か
れ
て
い
る
、
人
類
の
性
生
活
発
展
段
階
に
矛
盾
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
婚
姻
制
度
ほ
、
法
上
も
道
徳
上
も
、
イ
ニ
ー
リ
ン
グ
の
い
う
「
社

会
の
生
活
条
件
」

(
L
e
b
e
n
s
b
e
d
i
n
g
u
n
g
d
e
r
 G
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t
)
自
体
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
e

註
山
マ
リ
ノ
ウ
ス
キ
ー
ほ
、

individual
m
a
r
i
a
g
e
 
(
個
人
婚
）
の
語
を
、
婚
姻
の
単
婚
的
類
型
と
し
て
用
い
る
。

Malinowski,B••The 

family a
m
o
n
g
 the Australian aborigines. 
A
 sociological 
study. 1
9
1
3
,
 
pp. 
90, 1
7
3
 
etc.

し
か
し
、
そ
の
個
i人
盆
頌
(
-
キ
〈
一

婦
婚
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
家
族
の
類
型
を
、
彼
が
全
面
的
に
コ
個
人
的
家
族
」

individual
family

と
よ
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
は
問
題
が

あ
る
。
元
来
、
家
族
構
成
の
型
と
、
婚
姻
の
存
在
形
式
と
は
別
次
元
の
も
の
で
あ
り
、
単
婚
が
行
わ
れ
て
い
て
も
、
多
数
の
夫
婦
と
子
の
集
団
が
一

家
族
を
な
す
、
同
族
的
大
家
族
も
存
在
す
る
。
こ
れ
な
ど
は
マ
リ
ノ
ウ
ス
キ
ー
の
い
う
「
個
人
的
家
族
」
で
は
あ
り
え
ず
、
個
人
的
家
族
の
複
合
的

集
合
と
い
う
意
味
で
、
「
複
合
家
族
」

composite
family
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

M
u
r
d
o
c
k、
G.P.,
Social structure. 1
9
4
9
,
 
pp. 
23ff. 

③
ニ
ン
ゲ
ル
ス
「
家
族
、
私
有
財
産
及
び
国
家
の
起
源
」
（
岩
波
二
八
年
版
）
九
八
頁
以
下
。

③
リ
ヤ
ー
「
婚
姻
の
諸
形
式
」
（
岩
波
）
二
九
頁
以
下
。
当
事
者
の
数
と
い
う
点
か
ら
は
、
た
と
え
ば
近
代
ド
イ
ツ
で
の

N
e
ぽ
ufrau
や
、
わ
が

国
で
の
妾
（
ー
庶
子
）
制
度
、
結
合
持
続
期
間
の
長
短
や
そ
の
厳
粛
性
に
つ
い
て
は
、
離
婚
の
極
端
な
自
由
（
ロ
ー
マ
法
や
仏
革
命
期
の
単
意
離
婚
、

明
治
民
法
下
の
「
追
出
し
離
婚
」
な
ど
）
や
、
別
居
制
度
、
事
実
婚
主
義
な
ど
の
法
制
化
の
際
に
問
題
が
あ
る
。

④
リ
ヤ
ー
「
前
掲
」
八

0
頁
以
下
。
「
…
…
一
瞬
時
の
単
婚
は
決
し
て
婚
姻
で
は
な
い
。
又
、
男
が
一
1

一
人
、
四
人
の
妻
と
生
涯
一
緒
に
暮
す
多
婚
は
、

男
が
毎
年
の
よ
う
に
妻
を
と
り
か
え
る
単
婚
に
比
べ
れ
ば
、
ほ
る
か
に
多
婚
た
る
程
度
が
低
い
・
・
・
・
・
・
・
・
・
っ
」

固
一
夫
一
婦
制
が
制
度
概
念
で
あ
る
こ
と
は
、
前
述
し
た
。
「
制
度
」
が
、
法
規
範
・
モ
レ
ス
・
慣
習
規
範
な
ど
の
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
複
合
体

一
七
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と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
、
社
会
統
制
の
手
段
と
し
て
重
要
な
の
で
あ
る
。

会
学
三
巻
）
八
四
頁
参
照
。

⑥
「
婚
姻
な
け
れ
ば
社
会
な
し
」
（
穂
積
陳
重
、
遣
文
集
第
一
巻
九
七
頁
）
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
婚
姻
的
性
関
係
な
く
し
て
人
類
の
生
存
は
、
あ
り

え
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
「
婚
姻
こ
そ
真
の
社
会
で
あ
る
」

(Glasson,
u
"
d
r
o
i
t
 civil fran~ais, 

nouv. edit., 
t. I
,
 

p.19.)
。
社
会

(11
人
間
関
係
）
と
し
て
最
も
普
遍
的
な
も
の
が
婚
姻
だ
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
婚
姻
が
す
ぐ
れ
て
「
性
」
の
関
係
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
夫
婦
関
係

に
お
け
る
「
性
」
の
役
割
の
範
型
を
、
動
物
界
に
ま
で
探
究
す
る
試
み
は
正
当
で
あ
ろ
う
。
動
物
（
サ
ル
）
か
ら
人
間
が
進
化
し
た
と
い
う
理
論
に

従
え
ば
、
尚
更
正
当
で
あ
ろ
う
。
林
要
「
人
間
社
会
」
（
青
木
文
庫
）
一
五
ー
ニ
七
頁
や
、

Espinas,
A.
D`
e
s
 societes 
animales. 3
 
ed., 

1924, 
p.355.
は
、
動
物
界
の
「
婚
姻
」
に
於
け
る
「
性
」
の
表
現
を
取
り
上
げ
る
。
又
、
エ
ス
ピ
ナ
ス
の
右
文
献
で
は
、
人
間
最
初
の
婚
姻
形
式

に
つ
い
て
も
、
「
動
物
に
於
け
る
性
」
の
問
題
か
ら
貴
重
な
示
唆
を
提
示
し
て
い
る
。

m
或
る
意
味
で
は
、
「
婚
姻
は
、
常
に
ニ
ト
ス
で
あ
り
つ
つ
ノ
モ
ス
で
あ
る
」
（
三
木
清
「
一
夫
一
婦
制
論
」
家
族
制
度
全
集
、
史
論
篇
第
一
巻
一

四
五
ー
六
頁
）
と
い
う
指
摘
が
妥
当
し
よ
う
。
ポ
ル
ク
リ
ス
は
、
「
婚
姻
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
成
立
前
か
ら
存
在
し
…
…
す
べ
て
の
実
定
法
に
先
立

ち
、
わ
れ
わ
れ
の
存
在
の
構
造
自
体
か
ら
生
れ
出
て
く
る
も
の
…
…
。
…
…
民
事
行
為
で
も
宗
教
行
為
で
も
な
く
一
個
の
自
然
行
為
で
あ
り
、
そ
れ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

が
立
法
者
の
注
意
を
ひ
き
つ
け
、
宗
教
が
こ
れ
を
聖
別
し
た
に
す
ぎ
な
い
…
…
。
」
（
野
田
訳
「
民
法
典
序
論
」
＿
―
-
三
頁
）
と
い
う
。
尚
、
青
山
「
前

掲
」
一
八
・
ニ
四
頁
等
参
照
。
た
だ
「
エ
ト
ス
」
の
根
拠
と
し
て
の
「
人
間
性
」
、
特
に
「
性
」
へ
の
態
度
や
観
念
が
永
久
不
変
の
固
定
的
な
も
の
で

な
い
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

⑧
こ
の
点
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、
杉
浦
健
一
「
未
開
人
の
政
治
と
法
律
」
―
―
―
ー
七
頁
参
照
。

⑨
デ
ュ
ル
ケ
ム
「
社
会
学
的
方
法
の
規
準
」
（
田
辺
訳
）
一
〇
七
頁
。

皿
同
右
一

0
八
頁
。

皿
同
右
一

0
九

I
-
―
―
頁
。

⑫
ー
⑬

D
u
r
k
h
e
i
m
,
Analyse: 
Grosse., L
、g
n
e
e
sociologique. T
o
m
e
 I,
 

p.331.
デ
ュ
ル
ケ
ム
は
、
グ
ロ
ー
セ
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人

（
土
人
）
の
間
に
氏
族
と
共
に
「
分
離
家
族
」
の
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
に
対
し
、
法
律
的
結
合
・
事
実
的
結
合
と
い
う
氏
族
の
型
の
内
、
前

者
の
み
が
社
会
学
の
対
照
に
な
る
と
し
た
。

⑭
制
度
（
乃
至
「
社
会
的
事
実
」
）
と
単
な
る
事
実
（
「
自
然
的
事
実
」
）
と
を
区
別
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、

一
夫
一
婦
制
の
存
立
基
礎

た
だ
、
自
然
事
実
と
し
て
の
婚
姻
関

一七―――

「
制
度
」
に
つ
き
、
森
好
夫
「
制
度
的
文
化
と
社
会
意
識
」

（
講
座
社
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も
過
言
で
は
な
い
。

］
 
ー［
 法
律
学
者
や
社
会
学
者
は
、

一
夫
一
婦
制
の
存
立
基
礎

係
に
も
、
婚
姻
制
度
と
同
じ
社
会
的
経
験
的
な
「
意
味
」
だ
け
は
是
認
さ
れ
る
。

L
`
a
n
n
e
e
 
sociologique T
o
m
e
 I, 
p.10. 

⑮
拙
稿
「
前
掲
」
参
照
。

⑱

Belot, 
G., 
E
t
u
d
e
s
 d
e
 m
o
r
a
l
e
 positive. 
1907, 
p.7. 

闘
山
中
康
雄
「
市
民
社
会
と
民
法
」
一
頁
以
下
。

⑱
同
右
、
四
頁
以
下
。
特
に
六
頁
註
一
参
照
。

閥
ー
⑳
同
右
四
頁
、
五
六
頁
等
。
尚
、
柚
木
馨
「
親
族
法
」
四
二
頁
ー
「
婚
姻
は
、
宴
―
―
口
的
で
あ
り
、
事
実
は
す
で
に
存
し
て
い
る
。
財
産
行
為
は
、

新
し
い
事
実
を
創
設
す
る
」
（
に
す
ぎ
な
い
）
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
指
摘
は
、
結
局
、
前
に
私
が
述
べ
た
と
こ
ろ
に
婦
す
る
。
本
章
註
⑦
参
照
。

訓
イ
ニ
ー
リ
ン
グ
は
、
法
制
度
と
社
会
と
の
相
関
性
に
つ
い
て
、
こ
う
規
定
し
た
の
で
あ
る
。

婚
姻
史
研
究
の
方
法
論
的
課
題

近
代
市
民
社
会
の
形
成
と
婚
姻
史
研
究

I
d
e
m
,
 L
a
 prohibition d
e
 1
、inceste
et 
ses origines. 

i
|
l
学
史
に
お
け
る
「
婚
姻
発
展
段
階
説
」

の
位
置
づ
け
ー
ー

一
九
世
紀
中
期
頃
ま
で
、
婚
姻
や
婚
姻
史
を
社
会
科
学
の
立
場
か
ら
把
え
よ
う
と
し
な
か
っ
た
と
い
っ
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
社
会
形
成
以
後
(
E〗
紅
）
中
世
の
神
学
的
学
問
観
に
代
っ
て
、
合
理
主
義
的
経
験
主
義
的
方
法
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
社
会
学
の
ベ
ー
コ
ン
や
、
政
治
学
の
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
リ
な
ど
を
除
け
ば
、
主
と
し
て
自
然
科
学
の
分
野
に
属
す
る
新

事
態
で
あ
っ
た
。
法
学
の
方
法
論
を
み
て
も
、
市
民
階
級
に
お
け
る
個
人
主
義
1
1
自
由
主
義
と
、
旧
支
配
階
級
の
絶
対
主
義
1
1
全
体
主
義

畜

ヽ

ヽ

ヽ

と
の
対
立
関
係
の
理
論
、
教
会
主
義
1
1
普
遍
主
義

U
n
i
v
e
r
s
a
l
i
s
m
e
に
対
抗
し
て
国
民
的
統
一
を
要
求
す
る
市
民
国
家
の
法
理
の
形
成

一
七
四
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図

を
反
映
し
、
具
体
的
個
人
主
義
的
イ
メ
ー
ジ
に
即
し
た
婚
姻
理
論
は
登
場
し
な
か
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

図

例
を
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
も
、
婚
姻
は
単
に
「
人
間
の
自
然
な
り
」
と
解
さ
れ
、
「
自
然
」
は
直
ち
に
「
永
遠
」
を
意
味
す
る
故
に
、
当

時
の
通
常
の
婚
姻
存
在
形
式
で
あ
っ
た
一
夫
一
婦
婚
以
外
の
婚
姻
形
式
は
「
あ
り
え
な
い
も
の
」
と
考
え
ら
れ
、
社
会
構
造
の
発
展
に
伴
う

婚
姻
生
活
の
存
在
形
態
の
変
化
と
い
う
こ
と
は
、
全
然
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ポ
オ
ダ
ン
は
、
婚
姻
を
―
つ
の
自
然
的
結
合
と

み
た
し
、
ア
ル
ト
ゥ
ジ
ゥ
ス
は
、
婚
姻
か
ら
国
家
ま
で
、
す
べ
て
の
社
会
生
活
を
、
人
間
の
自
然
（
ォ
）
た
る
「
結
合
欲
」
(consociatio)

性

に
よ
っ
て
説
明
し
、
グ
ロ
チ
ゥ
ス
は
、
人
間
本
然
の
欲
求

a
p
p
e
t
i
t
u
o
societatis
を
「
婚
姻
内
質
」
と
み
た
。

に
お
け
る
自
然
的
要
素
の
重
視
の
時
代
で
あ
り
、

い
え
る
。
国
家
に
つ
い
て
と
同
様
に
、
婚
姻
制
度
の
根
拠
に
つ
い
て
も
自
然
法
的
思
惟
形
式
が
支
配
し
た
の
で
あ
り
、
婚
姻
の
存
在
形
式伯

に
つ
い
て
も
科
学
的
な
発
展
の
論
理
を
と
り
い
れ
た
例
は
見
当
ら
な
い
で
あ
る
。
英
国
の
ホ
ッ
ブ
ス
や
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

た
だ
、

一
七
五
・

こ
の
時
期
は
、
婚
姻

「
自
然
」
の
名
目
の
下
に
「
性
」
が
固
定
的
1
1
不
変
的
に
観
念
さ
れ
た
時
代
で
あ
る
と

プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
以
後
で
は
、
単
に
国
家
状
態
に
先
行
す
る
自
然
状
態
に
お
け
る
人
間
の
本
性
を
論
理
的
に
思
惟
す
る
と
い

う
方
法
を
脱
皮
し
、
現
実
の
国
家
と
法
・
人
間
の
生
活
様
式
の
根
拠
を
経
験
的
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
、
啓
蒙
主
義
運
動
と
結
合
し
て
、

固

現
状
分
析
の
路
を
批
判
的
に
拓
く
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
お
け
る
実
証
主
義
は
そ
の
適
例
と
い
え
よ
う
。
と
は
い
え
、

歴
史
法
と
観
察
法
に
よ
る
現
状
分
析
の
故
に
、

一
夫
一
婦
制
の
存
立
基
礎

「
経
験
主
義
的
」
方
法
の
先
駆
と
し
て
の
評
価
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
ま
だ
、
そ

こ
で
は
思
惟
の
産
物
と
し
て
の
自
然
法
的
規
定
が
「
仮
定
」
と
し
て
利
用
さ
れ
且
つ
方
法
論
上
重
き
を
な
し
て
い
た
こ
と
に
注
意
し
な
け

6
 

れ
ば
な
ら
な
い
。

］
 
2

婚
姻
発
展
段
階
説
の
背
景

［
 
「
性
」
に
対
す
る
神
学
的
乃
至
神
秘
主
義
的
、
或
い
は
自
然
法
的
形
而
上
学
的
発
想
が
行
わ
れ
る
間
は
、
経
験
主
義
的
に
婚
姻
形
式
の
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一
夫
一
婦
制
の
存
立
基
礎

状
況
と
結
び
つ
け
て
認
識
し
よ
う
と
す
る
実
証
主
義
的
経
験
主
義
的
態
度
は
一
九
世
紀
中
葉
に
な
っ
て
広
く
ゆ
き
わ
た
り
、

他
の
学
問
領
域
に
つ
い
て
も
そ
う
で
あ
る
が
、
婚
姻
史
の
科
学
的
究
明
ー
一
夫
一
婦
婚
の
歴
史
的
社
会
的
構
造
の
社
会
的
経
済
的
基
礎
づ

一
夫
一
婦
制
の
起
源
や
存
立
根
拠
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
化
石
学
•
発
生
学
•
生
物
学
・
考
古
学
・
人
類
学
が
究
明
し
え
た
成

果
を
体
系
づ
け
る
作
業
が
提
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
原
始
的
太
古
か
ら
原
始
的
古
代
へ
の
時
間
的
体
系
を
理
論
的
に
構
成
す
る
こ
と
は

不
可
能
に
近
か
っ
た
の
で
あ
り
、
た
だ
現
存
未
開
人
の
生
活
様
式
か
ら
婚
姻
の
幾
つ
か
の
発
展
段
階
を
推
定
し
、
こ
れ
を
手
が
か
り
と
し

圏

て
古
代
生
活
史
を
構
成
す
る
方
法
が
支
持
さ
れ
た
。

ア
ド
ル
フ
・
バ
ス
チ
ャ
ン
、

フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ラ
ッ
ツ
ェ
ル
な
ど
は
、
恐
ら
く
こ
の
人
類
学
的
研
究
の
創
始
者
で
あ
ろ
う
が
、

時
の
堂
々
た
る
地
理
学
的
生
物
学
的
乃
至
心
理
学
的
諸
科
学
の
結
構
の
み
な
ら
ず
、
莫
大
な
、
し
か
し
粗
雑
甚
し
き
旅
行
者
の
物
語
、
宜

側

教
師
の
説
明
そ
の
他
当
時
の
人
類
学
的
知
識
の
基
礎
た
り
し
民
族
誌
的
報
告
ま
た
は
誤
報
」
に
依
存
し
て
い
た
。
彼
等
の
方
法
が
、
体
験

、
、
、
、
、
、
、
、
、

記
や
旅
行
記
を
も
と
に
、
未
開
人
生
活
の
原
始
性
を
段
階
づ
け
る
の
が
目
的
で
あ
る
の
に
、
資
料
を
選
択
し
体
系
づ
け
る
規
準
と
な
る
理

皿

論
を
欠
い
て
い
た
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
バ
ス
チ
ャ
ソ
ほ
、
人
類
の
要
素
観
念

E
l
e
m
e
n
t
a
r
g
e
d
a
n
k
e
n
を
考
え
、
こ

皿

れ
が
地
理
的
領
域

g
e
o
g
r
a
p
h
i
c
a
l
p
r
o
v
i
n
c
e
s
に
特
殊
的
に
現
わ
れ
る
と
し
、

他
部
族
の
文
化
・
生
活
と
接
触
を
行
っ
た
り
す
る
内
に
、
要
素
観
念
が
民
族
観
念
く
o
l
k
e
r
g
e
d
a
n
k
e
n
に
転
化
す
る
と
い
う
。
ま
さ
に

四

こ
う
い
う
点
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ワ
イ
ザ
ー
に
よ
っ
て
「
観
念
論
的
研
究
」
と
批
評
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
文
化
や
法
の
具
体
的
な
認
識
に
到
達

で
き
な
い
の
も
当
然
で
あ
っ
た
。
バ
ス
チ
ャ
ン
の
よ
う
に
、
文
化
の
発
展
原
因
を
、
そ
の
文
化
の
対
外
的
条
件
（
虹
5
紅
[
の
)
の
み
に
求

ま
ず
、

け
ー
が
企
図
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

史
的
構
造
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
社
会
科
学
は
成
立
で
き
な
い
。

一
地
域
内
で
、

次
第
に
地
理
的
要
因
が
作
用
し
た
り 「当

m
 

「
性
」
の
固
定
的
観
念
が
否
定
さ
れ
、
人
類
生
活
史
の
歴
史
的
社
会
的
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義
者
も
比
較
民
族
学
者
も
否
定
し
な
い
方
法
だ
か
ら
で
あ
る
。

一
七
七

各
民
族
の
社
会
環
境
が
一
様
で
な
い
以
上
、
こ
の
甚
礎
的
心
型
も
バ
ラ
バ
ラ
で
現
わ
れ
ざ
る
を
え
ず
、
生
活
発
展
史
の
科
学
的
な
段
階
づ

け
は
最
後
ま
で
不
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
ラ
ッ
ツ
ェ
ル
は
、
生
活
と
環
境
と
の
関
係
に
着
目
し
て
、
環
境
説

lisme
に
依
っ
た
が
、
結
局
、
文
化
や
法
の
発
展
条
件
を
異
文
化
圏
と
の
接
触
・
伝
播
に
求
め
た
点
で
は
バ
ス
チ
ャ
ン
と
同
じ
で
あ
る
。

し
か
し
、
杉
浦
教
授
が
い
わ
れ
た
よ
う
に
「
法
律
の
未
熟
状
態
は
現
代
法
の
起
源
を
示
す
」
と
い
う
希
望
と
信
念
が
彼
等
に
あ
り
、

こ
と
」

理
論
の
当
否
に
か
か
わ
ら
ず
、
人
類
学
と
法
学
と
の
協
力
、
婚
姻
制
度
の
歴
史
的
認
識
の
傾
向
を
助
成
し
た
の
で
あ
っ
た
。
バ
フ
ォ
ー
へ

ェ
ン
、
コ
ー
ラ
ー
、
ポ
ス
ト
等
の
参
加
し
た
、
一
八
七
八
年
創
刊
の
「
比
較
法
学
雑
誌
」
（
疇
虹
畔
）
と
、
そ
の
後
の
比
較
民
族
学
的
法
学

研
究
の
発
展
が
、
こ
の
事
実
を
物
語
っ
て
い
る
。
彼
等
の
信
念
は
「
人
類
史
全
般
に
通
ず
る
基
本
的
理
性
生
活
の
発
展
を
明
ら
か
に
す
る

曲

「
人
間
本
性
の
発
露
と
し
て
同
一
の
工
夫
・
方
式
・
文
化
の
発
展
が
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
解
明
で
あ
り
、
社
会
環
境
を
異
に
す
逼

コ
ー
ラ
ー
も

る
民
族
の
文
化
性
の
相
異
を
根
拠
に
し
て
、
社
会
と
文
化
の
発
展
段
階
を
歴
史
的
に
体
系
づ
け
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

「
現
存
未
開
人
の
法
が
、
古
代
法
を
そ
の
ま
ま
示
す
と
は
い
え
な
い
」
が
「
基
本
的
精
神
の
中
に
深
い
共
通
性
を
見
出
す
」
故
に
、

別
的
な
法
の
歴
史
、
民
族
の
環
境
の
独
自
性
」
を
通
し
て
「
法
の
一
般
的
発
展
理
論
」
が
可
能
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
一
派
の
考
え
方
を
歴
史
主
義
と
称
し
う
る
と
す
れ
ば
、
杉
浦
教
授
の
よ
う
に
進
化
主
義
と
歴
史
主
義
と
を
区
別
せ
ず
、
む
し

闘

ろ
ミ
ル
ケ
に
倣
っ
て
、
両
者
を
広
義
の
歴
史
主
義
に
含
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
存
未
開
社
会
の
諸
制
度
や
生
活
様
式
の
資
料
を
蒐
集

し
、
そ
れ
ら
の
間
に
「
未
開
性
の
段
階
」
を
設
け
、
こ
れ
に
よ
っ
て
歴
史
的
時
間
の
中
に
法
の
発
展
過
程
を
構
成
す
る
立
場
は
、
進
化
主

一
夫
一
婦
制
の
存
立
基
礎

な
い
。

し
か
も
彼
に
お
い
て
は
、

め
、
文
化
固
有
の
内
的
原
因
を
無
視
す
る
限
り
、

「個

e
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
a
,
 

社
会
の
未
開
性
は
「
文
雷
」

(
5
鱈
応
覧
）
と
の
機
械
的
な
対
比
に
終
ら
ざ
る
を
え

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
⑬

文
化
自
体
の
内
的
構
造
は
、
普
遍
的
人
間
の
基
礎
的
精
神
傾
向
と
い
う
心
理
的
な
も
の
で
説
明
さ
れ
、

657 



物
学
に
対
し
、

「
•
•
…
•
こ
の
発
見
に
よ
っ
て
モ
ル
ガ
ン

ニ
ン
ゲ
ル
ス
が
「
ダ
ー
ウ
イ
ン
の
進
化
論
が
生

organisation
と
し
た
。
野
蛮
か
ら
未
開
時
代
へ
の
、
氏
族
↓
同
胞

p
h
a
r
a
t
r
y
↓
部
族

tribe
(
聯
合
）
が
①
の
時
代
で
あ
り
、
「
未

開
社
会
に
は
氏
族
組
織

(m転
加
咤
）
を
も
た
な
い
も
の
は
な
い
」
と
い
う
事
実
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
底
底
は
、
互
い
に

親
族
関
係
を
も
つ
数
氏
族
が
特
定
目
的
の
た
め
に
結
合
し
た
も
の
、
部
族
も
、
胞
族
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
諸
氏
族
の
結
合
だ
か
ら
で
あ
る
。

モ
ル
ガ
ン
の
い
う
「
氏
族
」
は
、
共
通
氏
族
名
を
有
す
る
血
族
団
体
だ
か
ら
、
社
会
組
織
は
血
縁
的
共
同
体
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な

文
化
諸
民
族
の
父
権
的
氏
族
の
前
段
階
と
し
て
の
原
始
的
な
母
権
氏
族
の
再
発
見
こ
そ
、

マ
ル
ク
ス
の
剰
余
価
値
説
が
経
済
学
に
対
す
る
の
と
同
一
の
意
義
を
も
つ
…
…
」

単
に
血
縁
組
織
だ
け
で
構
成
さ
れ
ず
、

る
。
②
の
統
治
組
織
に
発
展
す
る
こ
と
に
よ
り

civitas
(
国
家
）
が
形
成
さ
れ
る
段
階
で
は
、

領
地
と
財
産
を
基
礎
と
す
る
新
し
い
社
会
結
合
が
現
わ
れ
、
「
政
府
」

g
o
u
v
e
r
n
m
e
n
t
が
う
ま
れ
、
領
地
を
通
じ
て
個
人
の
生
活
を
規

制
す
る
。
そ
し
て
、
重
要
な
の
は
、
氏
族
組
織
が
「
母
系
的
」
、
政
治
的
組
織
は
「
父
系
的
」
要
素
に
支
配
さ
れ
る
と
述
べ
た
点
で
あ
り
、

モ
ル
ガ
ン
は
、

ま
ず
人
類
の
政
治
組
織
を
二
類
型
に
わ
け
て
①
社
会
的
組
織

social
organi器
tion

一
夫
一
婦
制
の
存
立
基
礎

②
統
治
組
織

political

し
か
し
、
比
較
民
族
学
の
成
果
に
依
存
し
つ
つ
も
、
人
類
の
基
本
的
社
会
関
係
の
型
が
、
そ
の
時
代
の
生
産
と
分
配
の
様
式
に
よ
っ
て

規
定
さ
れ
発
展
せ
し
め
ら
れ
る
と
い
う
事
実
か
ら
の
み
「
未
開
性
の
段
階
」
を
歴
史
的
に
仮
定
し
う
る
と
し
、
文
化
型
や
心
性
を
固
執
し

な
か
っ
た
と
い
う
点
で
、
所
謂
「
進
化
主
義
」
の
立
湯
は
、
上
述
の
文
化
伝
播
説
や
環
境
説
と
基
本
的
発
想
形
式
を
異
に
し
う
る
と
い
わ

ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

3

モ
ル
ガ
ン
の
方
法

進
化
主
義
理
論
に
よ
っ
て
婚
姻
発
展
段
階
説
が
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
代
表
者
と
も
い
う
べ
き
モ
ル
ガ
ン
の
理
論
を
検
討
し

曲

よ
う
。
彼
も
、
未
開
法
を
素
材
と
し
て
、
こ
れ
を
歴
史
的
時
間
の
中
に
配
列
し
法
の
歴
史
を
再
構
成
し
た
。

一
七
八
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噴

は
、
初
め
て
家
族
の
歴
史
を
輪
郭
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
う
評
価
を
モ
ル
ガ
ン
に
与
え
た
部
分
で
あ
る

モ
ル
ガ
ン
は
、
人
類
の
生
活
発
展
史
の
原
理
を
、
単
に
進
化
論
の
影
響
の
下
に
思
惟
し
た
の
で
は
な
い
。
彼
に
よ
れ
ば
、

生
活
史
の
第
一
の
条
件
は
、
人
間
が
生
活
し
う
る
状
態
の
再
生
産
の
可
能
な
こ
と
（
立
叶
蝉
5
欲
）
、
第
二
条
件
は
、
日
々
新
た
に
自
己
の

生
活
を
再
生
産
し
て
い
く
人
間
が
、
他
の
人
間
を
つ
く
る
関
係
、
第
三
の
条
件
は
、
充
足
さ
れ
た
最
初
の
欲
望
自
体
が
、
欲
望
充
足
の
行

動
と
、
既
得
の
欲
望
充
足
要
具
を
媒
介
と
し
て
新
た
な
欲
望
へ
導
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
恐
ら
く
、

こ
の
人
間
生
活
の
三
つ
の
契
機
は
、
歴
史
の
端
緒
以
来
今
日
ま
で
、
無
条
件
に
且
つ
歯
車
の
よ
う
に
相
互
に
絡
み
合
っ
て
人
類
生
活
史
を

遷
。

規
定
し
て
き
た
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
カ

モ
ル
ガ
ン
の
家
族
発
展
段
階
説
の
特
色
は
、
ま
さ
に
、
右
の
よ
う
に
科
学
的
に
規
定
さ
れ
た
、
人
類
生
活
発
展
史
へ
の
基
本
的
態
度
を

"“
 

ガ
ン
に
よ
れ
ば
、
原
始
社
会
の
親
族

n
3
 

前
提
と
し
て
、
家
族
形
態
の
分
類
原
理
を
、
各
時
代
の
婚
姻
形
態
に
求
め
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
モ
ル

こ
の
二
型
は
、
共
に
親
族
関
係
発
展
の
連
続
的
諸
段
階
を
表
現
し
、
そ
れ
ぞ
れ

g
 

呼
称
法
に
は
マ
レ
イ
式
と
ト
ウ
ラ
ン
式
の
二
型
が
あ
り

の
段
階
の
親
族
組
織
に
対
応
す
る
各
種
の
婚
姻
形
態
を
も
忠
実
に
反
映
し
て
い
る
。
彼
は
、

の
親
族
称
呼
を
用
い
た
が
、
こ
の
呼
称
法
の
一
般
的
特
徴
は
、
そ
の
親
族
称
呼
が
何
れ
も
個
人
的
特
定
的
に
用
い
ら
れ
て
な
い
で
、

g
 

の
人
々
に
集
合
的
類
別
的
に
使
用
さ
れ
た
点
に
あ
る
モ
ル
ガ
ン
は
、
親
族
呼
称
法
の
へ
こ
の
類
別
性
を
手
が
か
り
と
し
て
集
団
婚

g
r
o
u
p
 m
a
r
i
a
g
e
の
過
去
に
於
け
る
存
在
を
推
定
し
、
婚
姻
の
五
つ
の
発
展
段
階
を
確
立
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
発
展

段
階
が
、
前
述
の
人
間
生
活
の
発
展
の
三
つ
の
契
機
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
モ
ル
ガ

ン
の
歴
史
発
展
の
理
論
は
、
人
類
の
そ
も
そ
も
の
起
源
か
ら
、
衣
食
住
の
生
活
資
料

(
5
知
5
畔
巴
の
生
産
と
、
人
間
そ
の
も
の
の
生
産

-mMU.)
の
段
階
が
社
会
制
度
や
社
会
規
範
の
性
質
を
決
定
し
た
こ
と
を
出
発
点
と
す
る
。
人
間
の
社
会
性
は
、
ま
ず
こ
の
二
様
の
生
産
に

一
夫
一
婦
制
の
存
立
基
礎
．

一
七
九

一
群

マ
レ
イ
式
呼
称
法
の
一
っ
た
る
ハ
ワ
イ
諸
島

モ
ル
ガ
ン
に
お
け
る
。

一
切
の
人
類
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一
夫
1

婦
制
の
存
立
基
礎
．
f

閲。

よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
つ
ま
り
、
生
産
・
労
働
の
発
展
段
階
と
家
族
の
発
展
段
階
が
、
社
会
制
度
の
性
質
を
最
終
的
に
決
定
す
る
と
い
う

の
で
あ
る
。
労
働
の
発
展
が
お
く
れ
、
生
産
量
ー
社
会
の
富
が
制
限
さ
れ
て
い
れ
ば
い
る
ほ
ど
、
そ
れ
だ
け
強
く
社
会
秩
序
は
血
族
的
紐

帯
に
支
配
さ
れ
る
。
や
が
て
、
生
産
の
増
加
の
必
要
ー
特
に
人
口
の
増
加
に
よ
り
ー
は
、
分
業
や
技
術
の
発
展
を
促
が
し
て
労
働
の
生
産

性
を
向
上
さ
せ
、
私
有
財
産
や
地
縁
的
要
素
の
よ
う
な
社
会
的
諸
要
素
の
た
め
に
、
古
い
社
会
制
度
が
崩
れ
る
。
…
…
古
い
経
済
秩
序
に

基
づ
く
旧
社
会
制
度
（
輝
麟
吠
虹
丘
げ
吠
）
に
代
っ
て
、
私
有
財
産
制
の
上
に
発
展
し
た
新
し
い
社
会
制
度
（
紐
訟
丘
繹
“
5立
f
碩
5
頌
虹

隷
暉
）
が
、
こ
こ
に
登
場
し
、
同
時
に
、
地
縁
的
結
合
た
る
国
家
秩
序
(
”
口
知
」
「
統
）
が
形
成
さ
れ
る
…
…
か
く
て
、
本
来
、
物
質
的
生

産
資
料
の
獲
得
の
様
式
と
深
く
結
合
し
て
い
る
家
族
や
婚
姻
の
形
式
は
、
生
産
と
労
働
の
発
展
段
階
に
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
親
族

制
度
は
、
「
そ
の
発
見
さ
れ
た
用
語
及
び
確
定
さ
れ
た
諸
方
法
と
共
に
、
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
に
到
っ
た
と
き
、
制
度
と
し
て
の
性
質

涵

上
す
こ
ぶ
る
遅
々
と
し
て
し
か
変
化
し
な
い
。
」
「
そ
の
伝
達
継
承
は
血
に
よ
る
」
の
で
あ
り
慣
習
的
自
然
的
に
存
在
し
発
達
す
る
も
の

g
 

と
し
て
、
そ
の
下
に
発
達
し
た
家
族
機
構
が
変
化
・
消
減
し
て
後
も
存
続
す
る
傾
向
を
有
す
る
…
•
•
•
他
の
社
会
制
度
が
崩
れ
、
生
産1
1

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

閥

労
働
の
発
展
段
階
が
進
ん
で
後
も
尚
、
親
族
制
度
と
こ
れ
を
表
示
す
る
用
語
だ
け
は
、
骨
化
し
た
ま
ま
屡
々
次
の
時
代
に
ま
で
継
承
さ
れ

る
と
い
う
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
仮
説
を
、

モ
ル
ガ
ソ
は
ハ
ワ
イ
の
親
族
称
呼
に
よ
っ
て
験
証
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ニ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
「
モ
ル
ガ
ン
の
原
著
『
古
代
社
会
』
が
世
に
現
わ
れ
て
か
ら
一
四
年
が
経
過
し
た
。
そ
の
間
に
人
類
の
原
始
社
会
に
関

す
る
資
料
は
非
常
に
増
加
し
た
。
人
類
学
者
・
旅
行
家
や
専
門
の
先
史
学
者
に
比
較
法
学
者
ま
で
加
わ
り
、
新
し
い
資
料
を
発
見
し
或
は

マ
ク
レ
ナ
ン
を
批
判
し
た
際
に
は
、
「
…
…
血
族
関
係
に
せ
よ
姻
族
関
係
に
せ

新
し
い
見
解
を
も
た
ら
し
た
。
モ
ル
ガ
ン
の
個
々
の
仮
説
の
中
に
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
動
揺
し
或
は
覆
え
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
も
の
も
た

磁

く
山
あ
る
…
…
」
と
い
い
、
モ
ル
ガ
ン
自
身
も
家
族
発
展
段
階
の
説
明
に
当
っ
て
「
そ
の
完
全
な
樹
立
は
、
将
来
の
民
族
学
的
研
究
に
委

ね
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
』
謡
聾
年
）
と
い
い
、

一
八
〇
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一
夫
一
婦
制
の
存
立
基
礎

り
う
る
も
の
で
な
い
。

、
、
、

よ
、
こ
れ
ら
の
用
語

(11親
族
呼
称
）
に
親
族
関
係
以
外
の
如
何
な
る
意
義
を
認
め
よ
う
と
す
る
の
か
？
・
」
「
単
に
人
々
に
呼
び
方
が
必

要
だ
っ
た
と
い
う
だ
け
で
は
、
地
球
上
の
大
部
分
に
わ
た
っ
て
微
細
な
点
ま
で
、
同
一
に
し
て
か
く
も
巨
大
な
制
度
（
勧

m的
）
は
決
し
て

生
じ
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
•
…
•
•
」
（
即

mが5
-―
-
）
と
い
っ
て
い
る
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
と
モ
ル
ガ
ン
が
、
単
に
未
開
地
調
査
資
料
を
バ
ラ
バ
ラ

に
蒐
め
て
古
代
を
推
定
す
る
の
で
な
く
、
常
に
生
産
と
労
働
の
発
展
段
階
に
対
応
し
う
る
社
会
制
度
・
親
族
制
度
を
予
想
し
、
所
与
の
資

料
に
「
発
展
」
の
視
角
か
ら
歴
史
的
意
味
を
附
与
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、
方
法
論
的
に
歴
史
の
体
系
を
設
け
た
後
に
、
多
く
の
検
討
と
実

モ
ル
ガ
ン

11
ニ
ン
ゲ
ル
ス
理
論
の
歴
史
的
意
義

証
を
民
族
学
の
将
来
に
委
ね
、
体
系
の
内
容
部
分
に
多
く
の
留
保
を
付
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

］
 
4
 
［
 モ
ル
ガ
ン
の
婚
姻
発
達
段
階
説
は
、
婚
姻
制
度
の
発
展
段
階
を
規
定
す
る
基
本
的
要
因
を
、
生
産

11労
働
条
件
の
内
に
求
め
、
こ
の
角

度
か
ら
人
類
婚
姻
史
に
段
階
を
設
け
た
と
い
う
意
味
で
、
そ
れ
以
前
に
行
わ
れ
て
い
た
、
単
に
未
開
地
の
調
査
資
料
か
ら
「
未
開
性
の
段

階
」
を
設
け
る
人
類
学
者
の
方
法
と
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
モ
ル
ガ
ソ
に
よ
っ
て
、
初
め
て
婚
姻
史
に
「
発
展
の
論
理
」
が
導
入
さ

れ
た
の
で
あ
り
、
社
会
科
学
と
し
て
の
婚
姻
理
論
が
築
か
れ
た
の
だ
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
モ
ル
ガ
ン
の
、

定
す
る
よ
う
な
事
実
が
発
見
さ
れ
、
類
別
的
親
族
呼
称
法
の
適
用
に
つ
い
て
の
批
判
も
で
て
き
た
け
れ
ど
も
、
右
に
述
べ
た
意
味
で
の
モ

Q
 

ル
ガ
ン
理
論
の
科
学
性
に
対
抗
し
う
る
理
論
は
ま
だ
出
て
き
て
い
な
い
と
私
は
考
え
る
い
わ
ゆ
る
機
能
主
義
の
名
の
下
に
、
文
化
の
体

系
を
、
心
理
的
集
中
的
均
分
的
尺
度
に
よ
っ
て
測
定
し
、
各
民
族
に
つ
い
て
実
証
的
研
究
を
進
め
て
い
こ
う
と
す
る
方
法
が
、
二

0
世
紀

の
ア
メ
リ
カ
文
化
人
類
学
者
の
間
に
勃
興
し
て
き
た
が
、

一
八

「
乱
婚
」
の
仮
説
を
否

モ
ル
ガ
ン
理
論
の
体
系
の
変
更
を
も
た
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
乱

婚
制
が
実
証
さ
れ
な
い
に
し
て
も
、
集
団
婚
の
実
在
は
否
定
で
き
な
い
し
、
親
族
呼
称
法
の
欠
陥
は
、
モ
ル
ガ
ン
の
理
論
を
決
定
的
に
葬
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ハ
ワ
イ
の
親
族
称
呼
法
か
ら
家
族
・
婚
姻
形
態
の
復
元
を
試
み
る
に
当
り
、

「
ハ
ワ
イ
人
が
父
の
兄
弟
を
も

の
は
、
科
学
的
な
歴
史
発
展
理
論
な
の
で
あ
る
。
モ
ル
ガ
ン
は
、

一
夫
1

婦
制
の
存
立
基
礎

「
類
別
的
親
族
呼
称
法
が
、
必
ら
ず
し
も
原
始
的
親
族
の
個
人
的
親
族
意
識
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
」
と
い
う
の
が
、
岡
田
教

の
単
婚
制
の
資
料
で
裏
づ
け
ら
れ
た
成
果
は
、

ロ
ウ
イ
等
多
く
の
学
者
の
意
見
で
あ
り
、
モ
ル
ガ
ン
批
判
論
の
根
拠
の

授
、
ウ
ェ
ス
ク
ー
マ
ー
ク
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ワ
イ
ザ
ー
、
ク
ノ
ウ
、

一
っ
と
さ
れ
て
い
る
。
学
者
は
、
こ
の
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
、
現
存
未
開
人
中
の
最
低
文
化
段
階
に
あ
る
と
さ
れ
る
低
級
狩
猟
民
の
間

に
、
夫
婦
と
親
子
よ
り
成
る
小
家
族
（
田
鯰
巳
が
広
く
存
在
す
る
と
い
う
資
料
を
提
出
し
た
Cmm
実
は
、
こ
の
よ
う
な
方
法
こ
そ
、
一
夫
一

婦
婚
を
不
変
の
婚
姻
形
式
と
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
バ
ラ
バ
ラ
に
—
無
方
法
に
ー
集
め
ら
れ
た
現
存
未
開
人

―
つ
の
文
化
観
と
い
う
性
格
を
も
つ
だ
け
で
あ
っ
て
、
社
会
制
度
と
し
て
の
婚
姻
の
存
在

形
式
を
規
定
す
る
社
会
的
経
済
的
条
件
の
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
発
展
過
程
が
捨
象
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
モ
ル
ガ
ン
が
重
視
し
た

マ
レ
イ
式
親
族
呼
称
法
か
ら
、
集
団
的
乱
婚
に
よ
る
血
縁
的
家
族
を
考

え
、
次
代
の
ト
ゥ
ラ
ン
式
親
族
呼
称
法
か
ら
同
じ
く
ブ
ナ
ル
ア
家
族
を
考
え
、
集
団
婚
形
式
は
こ
の
二
段
階
で
終
り
、
類
別
的
親
族
称
呼

闘

法
も
消
減
す
る
と
し
た
が

父
と
よ
び
、
母
の
姉
妹
を
す
べ
て
母
と
よ
ぶ
の
は
、
父
（
母
）
の
兄
弟
が
す
べ
て
母
（
父
）
と
婚
姻
関
係
に
あ
っ
て
、
肉
親
の
父
（
母
）
と

称
呼
上
多
く
の
父
（
母
）
と
が
区
別
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
だ
…
…
更
に
古
く
は
、
称
呼
上
の
多
く
の
父
と
母
と
が
集
団
婚
の
関
係
に
あ
っ

た
か
ら
だ
。
」
と
述
べ
た
こ
と
に
対
し
、
父
子
間
と
同
様
に
母
の
称
呼
も
類
別
的
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
が
明
ら
か
で
な
い
と
か
、
親
族
称

閲

呼
の
意
味
自
体
が
歴
史
を
無
視
し
て
い
る
と
い
う
批
判
が
む
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
批
判
者
は
、
逆
に
、
原
始
社
会
の
単
婚
家
族
の

報
告
に
よ
っ
て
、

モ
ル
ガ
ン
が
親
族
呼
称
法
か
ら
導
出
し
た
集
団
婚
の
存
在
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
報
告
は
、
生
産
と
労

働
の
発
展
条
件
•
そ
の
歴
史
性
を
捨
象
し
た
事
実
的
記
録
に
す
ぎ
な
い
。
モ
ル
ガ
ソ
批
判
者
の
報
告
資
料
も
、
現
存
未
開
人
で
文
化
の
最

.‘“
 

低
段
階
に
あ
る
狩
猟
民
が
対
象
と
さ
れ
て
い
る
力
そ
こ
に
報
告
さ
れ
て
い
る
婚
姻
存
在
形
式
が
、
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
り
う
る
最
古
の
民

一
八
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族
の
そ
れ
(
[
翌
”
邸
註
直
〗
芯

1
の
）
と
考
え
る
こ
と
に
根
本
の
誤
り
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
知
。

た
と
え
ば
、
ウ
ェ
ス
ク
ー
マ
ー
ク
、
グ
ロ
ー
セ
、
ロ
ー
ウ
ィ
、
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
等
が
対
象
と
し
て
い
た
最
低
文
化
段
階

の
民
族
と
は
、
多
く
は
、
不
毛
・
寒
冷
森
林
の
地
に
棲
み
、
数
戸
づ
つ
の
小
群
を
な
し
て
放
浪
す
る
氏
族
以
前
の
段
階
に
あ
っ
た
。
従
っ

て
、
こ
れ
ら
の
民
族
に
共
通
の
現
象
と
し
て
単
婚
が
現
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

開
民
族
の
単
婚
の
要
因
と
し
て
、
①
社
会
の
貧
困

一
応
、
原
始
単
婚
制
論
の
有
力
な
支
柱
で
あ
る
よ

う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
プ
リ
ッ
フ
ォ
ー
ル
ト
や

M
・
リ
ヤ
ー
が
、
そ
れ
ら
諸
民
族
を
人
類
社
会
の
史
的
原
型
と
み
る
こ
と
に
疑
義

「
言
語
及
び
文
化
の
発
達
に
は
、
大
規
模
の
社
会
生
活
が
不
可
欠
の
条
件
を
な
し
、
従
っ
て
小
家
族
に
は
原
始

性
を
認
め
得
な
い
だ
け
で
な
く
、
言
語
及
び
文
化
の
発
達
の
基
盤
と
な
っ
た
集
団
生
活
は
、
同
時
に
乱
婚
を
必
然
的
に
伴
わ
ざ
る
を
得
な

か
っ
ぎ
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
点
だ
け
に
つ
い
て
は
、
他
に
、

マ
リ
ノ
ウ
ス
キ
ー
や
グ
ロ
ー
セ
の
支
持
も
あ
る
。

M
・
リ
ヤ
ー
は
、
未

、
、
、
、
、

②
人
口
の
稀
薄
（
ば
翌
）
⑧
家
族
の
孤
立
を
あ
げ
、
単
婚
が
例
外
的
に
は
存
在
し

た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
資
料
は
ル
ト
ゥ
ー
ル
ノ
オ
の
い
う
「
コ
ロ
ン
ビ
ヤ
の
最
も
野
蛮
な
イ
ン
デ
ィ
ア
ソ
部
族
」
た
る
オ
ト

マ
ク
人

(
O
t
m
a
c
h
e
n
)
な
ど
を
例
と
す
る
だ
け
で
、
む
し
ろ
乱
婚
制
の
あ
り
得
た
こ
と
を
推
定
し
、
単
に
ウ
ェ
ス
ク
ー
マ
ー
ク
、
ス
ペ

躙。

ン
サ
ー
、
ボ
ス
ト
を
援
用
し
て
「
絶
対
無
制
限
の
乱
婚
ほ
認
め
ら
れ
な
い
」
と
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る

原
始
社
会
に
単
婚
制
が
実
在
し
た
か
、
乱
婚
が
有
力
に
行
わ
れ
た
か
、
資
料
的
に
決
定
的
な
説
明
が
つ
か
な
い
場
合
に
は
、
生
物
進
化

g
 

論
的
に
人
間
史
を
さ
か
の
ぼ
り
、
動
物
家
族
と
対
比
す
る
方
法
も
残
さ
れ
て
い
る
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
モ
ル
ガ
ン
1
1
ニ
ン
ゲ
ル
ス
の

婚
姻
発
展
段
階
説
が
、
社
会
制
度
の
存
立
基
礎
に
つ
い
て
の
社
会
科
学
的
認
識
と
い
う
点
で
根
拠
の
あ
る
こ
と
、
そ
の
故
に
モ
ル
ガ
ン
以

後
の
機
能
主
義
学
派
の
実
証
的
研
究
は
、
調
査
資
料
の
精
確
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
婚
姻
存
在
形
式
の
歴
史
性
を
究
明
し
う
る
も
の
で

な
い
か
ら
、
そ
の
モ
ル
ガ
ン
批
判
に
は
限
界
の
あ
る
こ
と
を
記
せ
ば
十
分
で
あ
ろ
う
。
機
能
主
義
の
方
法
は
、
婚
姻
制
度
の
存
立
基
礎
を

一
夫
一
婦
制
の
存
立
基
礎

を
投
じ
、
特
に
前
者
は
、

一八一
t

i
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社
会
科
学
の
立
場
か
ら
問
題
に
し
て
い
な
い
と
い
う
意
味
で
、
そ
の
婚
姻
史
論
は
無
方
法
で
あ
り
、
相
対
主
義
的
認
識
に
達
す
る
の
み
で

あ
る
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ワ
イ
ザ
ー
が
、
単
な
る
相
対
主
義
的
方
法
を
超
え
て
新
し
い
総
合
と
論
理
の
必
要
な
こ
と
を
説
き
、
新
明
教
授
が
、

一
方
で
機
能
主
義
的
研
究
を
擁
護
し
つ
つ
新
生
面
打
開
の
必
要
を
説
い
て
お
ら
れ
る
の
も
傾
聴
す
べ
き
で
あ
る
。

註
山
新
明
正
道
「
社
会
学
史
」
1

1

―
二
頁
以
下
参
照
。

③
こ
の
間
題
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
前
掲
」
参
照
。
他
に
詳
細
な
研
究
は
、
ま
だ
存
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
尚
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
於
け
る
近
代
市
民
社

会
の
成
長
と
、
国
王
と
市
民
階
級
と
の
対
抗
関
係
の
発
展
に
つ
い
て
は
、

Giddings,
H., 
T
h
e
 Principles of Sociology, 1921, 
pp. 
171 

ー

1

呂．

⑲
拙
稿
「
前
掲
」
を
参
照
。
尚
、
船
田
「
法
律
思
想
史
」
二
七
一
頁
。
宮
崎
孝
治
郎
「
新
婚
姻
法
」
九
・
ー
ニ
三
頁
等
。

囚
新
明
「
前
掲
」
の
他
に
、
新
明
「
社
会
学
の
発
端
」
七
ニ
ー
七
三
頁
参
照
。
本
文
の
ボ
ー
ダ
ン
以
下
の
記
述
は
、
船
田
「
前
掲
」
二
七
八
頁
以
下

に
よ
っ
た
。

固
こ
う
い
う
経
験
的
立
場
の
成
立
に
つ
い
て
、
自
然
科
学
発
展
の
影
響
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
9

Lichtenberger. J
.
,
 

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 of 

S
8
i
a
l
 theory, 1923, 
pp. 
1
0
8
~
1
0
9
.
 

⑥
船
田
「
前
掲
」
―
―

1
0
0頁。

m⑧
B

ユdel,
L., 
L
a
 f
e
m
m
e
 et 
le 
droit 
(1
為
9).

メ
ー
ソ
の
「
古
代
法
」
以
来
、
原
始
法
に
関
心
が
払
わ
れ
、
婚
姻
史
の
科
学
的
研
究
に
、

比
較
法
学
者
も
関
与
し
た
と
い
う
事
実
を
、
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
こ
う
。
た
と
え
ば
バ
フ
ォ
ー
ヘ
ン
の
参
加
し
た
、

Zeitschrift
ftir vergl~i, 

c
h
e
n
d
e
 R
e
c
h
t
s
w
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
 
(18781PiUflJ), J
:
 

K
o
h
l
e
r
 u. L•Wenger, 

A
l
l
g
e
m
e
i
n
e
 Rechtsgeschichte, 1919. 
vol.
1`, 
§
5
.
 

⑨

G
o
l
d
e
n
w
e
i
s
e
r
,
 A
.
 A., 
Cultural 
A
n
t
h
r
o
p
o
l
o
g
y
.
 1925, (Banes•H•E.

T̀he 

history 
a
n
d
 
prospects 
of 
t
h
e
 
social 

sciences) 
(Chap. 
V), p.1. 

皿
ー
皿
こ
う
し
た
概
念
を
用
い
て
バ
ス
チ
ャ
ン
は
、
ク
イ
ラ
ー
な
ど
と
共
に
、
比
較
民
族
学
的
方
法
に
従
っ
た
の
で
あ
る
。

Bastian, A., 
E
t
h
n
i
s
c
h
e
 E
l
e
m
e
n
t
a
r
g
e
d
a
n
k
e
n
.
 SS. 
1
8
~
 19. 

G
o
l
d
n
w
e
i
s
e
r
,
 A.A., op. 
cit., 
pp. 
1
~
3
.
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一
八
五

「
人
間
の
思
想
に
し

⑬
「
…
…
民
族
学
に
於
い
て
、
人
類
は
個
人
的
で
は
な
く
て
、
社
会
状
態
を
予
想
す
る
と
こ
ろ
の
社
会
的
存
在
で
あ
る
…
…
」

て
個
人
的
な
も
の
は
、
社
会
的
思
想
の
一
部
と
し
て
の
み
、
そ
の
存
在
の
可
能
性
を
充
足
せ
し
め
る
…
…
。
」

Bastian, A., 
D
e
r
 V
o
l
k
e
r
g
e
d
a
n
k
e
n
.
 SS.6 u. 
1
7
2
.
 

⑭
杉
浦
「
前
掲
」
1

1

―
ー
ニ
六
頁
。

⑮
ー
⑯
同
右
二
四
頁
。

闘
ミ
ル
ケ
は
、
制
度
や
文
化
が
荀
く
も
進
化
し
た
と
す
る
立
場
は
全
部
、
歴
史
主
義
で
あ
り
進
化
主
義
で
あ
る
と
し
、
進
化
主
義
の
立
場
を
広
く
解

し
、
且
つ
、
こ
れ
に
対
し
て
極
め
て
同
情
的
で
あ
る
。
「
進
化
論
は
、
そ
の
前
提
が
確
証
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
な
く
、
経
験
的
な
資
料
に
よ
る
裏

書
き
が
役
に
立
た
な
か
っ
た
か
ら
凋
落
」
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
（
ミ
ル
ケ
「
民
族
学
」
及
川
訳
、
一
頁
以
下
）
。

⑱
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
モ
ル
ガ
ン
は
、
マ
レ
イ
式
親
族
呼
称
法
か
ら
集
団
的
乱
婚
に
よ
る
血
縁
的
家
族
を
考
え
、
次
代
ト
ウ
ラ
ン
式
親
族
呼
称

法
か
ら
、
同
じ
く
、
プ
ナ
ル
ア
家
族
を
仮
定
し
た
。
集
団
婚
形
態
は
、
以
上
の
二
段
階
で
終
り
、
同
時
に
類
別
的
呼
称
法
も
消
減
す
る
と
い
う
。

M
o
r
g
a
n
,
 L•H.J5cient 

society, 
pp. 
385ー婆）．

⑲
ニ
ン
ゲ
ル
ス
「
起
源
」
第
四
段
序
文
。

闊
玉
城
「
前
掲
」
参
照
。

皿
モ
ル
ガ
ソ
の
分
類
で
は
、
血
縁
家
族
↓
プ
ナ
ル
ア
家
族
↓
対
偶
婚
家
族
↓
家
父
長
家
族
↓
一
夫
一
婦
制
家
族
と
な
る
が
、
四
番
目
の
家
父
長
家
族

は
、
一
夫
一
婦
婚
の
上
に
も
、
一
夫
多
妻
婚
の
上
に
も
成
り
立
つ
。
故
に
工
ソ
ゲ
ル
ス
は
、
家
父
長
家
族
を
除
い
て
、
家
族
の
発
展
段
階
を
四
形
態

に
し
た
の
で
あ
っ
た
。
尤
も
ニ
ソ
ゲ
ル
ス
の
方
法
は
、
婚
姻
形
態
の
面
か
ら
家
族
形
態
を
分
類
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
し
、
モ
ル
ガ
ン
自
身
は
、
家
族

形
態
の
分
類
が
最
初
の
作
業
だ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
モ
ル
ガ
ン
や
ニ
ソ
ゲ
ル
ス
が
、
婚
姻
史
と
家
族
史
を
混
同
し
て
い
る
と
い
う
杉
浦
教
授
の
批

判
（
前
掲
書
）
や
、
岡
田
「
未
開
社
会
に
於
け
る
家
族
」
一

0
・
ニ
三
頁
の
批
判
に
は
問
題
が
あ
る
。

M
o
r
g
a
n
.L•H., 

op. 
cit., 
pp. 
384~ 

3

器
.
公
迄

etc.
Re. 

四

M
a
l
a
y
a
n
S
y
s
t
e
m
 a
n
d
 T
u
r
a
n
i
a
n
 S
y
s
t
e
m
 
(Morgan, L•H.,0p. 

cit., 
pp. 
385|3采．）．

閾

Ibid.,
pp. 
385, 404~405. 

⑳

Ibid.
p`p. 
408, 4
1
2
.
 

四
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
遣
稿
「
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
（
唯
物
論
研
究
会
訳
・
・
ナ
ウ
カ
社
版
第
一
分
冊
）
一
八
頁
以
下
。
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⑳

M
o
r
g
a
n
,
 
L•H••op. 

cit., 
pp. 4
0
7
|
8
．
ニ
ン
ゲ
ル
ス
は
「
…
…
親
族
制
度
は
受
動
的
で
あ
る
…
…
。
そ
れ
は
、
（
能
動
的
要
素
で
あ
る
）
家

族
が
根
本
的
に
変
化
し
た
時
の
み
根
本
的
に
変
化
す
る
」
（
「
起
源
」
四

0
頁
）
と
い
い
、
こ
れ
に
付
言
し
て
マ
ル
ク
ス
は
「
そ
し
て
、
そ
れ
は
一
般
に

政
治
的
法
律
的
哲
学
的
体
系
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
…
…
」
と
述
べ
て
い
る
。

四
モ
ル
ガ
ソ
11

エ
ソ
ゲ
ル
ス
に
於
い
て
、
例
の
三
つ
の
契
機
で
直
接
に
規
定
さ
れ
る
の
は
、
「
家
族
形
態
」
で
あ
る
が
、
存
在
の
上
で
は
、
ま
ず
「
婚

姻
」
が
行
わ
れ
、
同
時
に
、
婚
姻
の
社
会
的
形
態
で
あ
る
「
家
族
」
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
家
族
形
態
を
、
エ
ソ
ゲ
ル
ス
は
、
場
合
に
よ

っ
て
は
、
家
族
関
係
と
か
親
族
関
係
と
い
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
「
起
源
」
三
九
頁
）
。

⑳
玉
城
「
前
掲
」
参
照
。

図
＝
ソ
ゲ
ル
ス
「
起
源
」
（
前
掲
）
序
文
。

、
、
、

⑳
青
山
「
前
掲
」
は
モ
ル
ガ
ン
の
山
親
族
呼
称
法
の
解
釈
の
誤
り
、
そ
れ
と
親
族
制
度
と
が
化
石
的
に
考
え
ら
れ
、
図
現
在
ま
で
に
実
証
さ
れ
て
い

な
い
仮
説
で
あ
る
「
乱
婚
説
」
が
、
婚
姻
発
展
段
階
に
お
か
れ
て
い
る
こ
と
を
批
判
す
る
。
中
川
「
前
掲
」
（
理
論
）
も
同
様
で
、
モ
ル
ガ
ン
説
は
、

素
朴
な
図
式
論
的
進
化
論
で
あ
る
と
評
し
、
岡
田
・
杉
浦
教
授
も
同
様
で
あ
る
。
だ
が
、
モ
ル
ガ
ン
は
、
親
族
呼
称
法
に
よ
っ
て
体
系
を
構
想
し
た

の
で
は
な
い
し
、
そ
の
解
釈
法
が
修
正
さ
れ
て
も
、
体
系
自
体
が
無
価
値
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
、
体
系
の
区
分

や
各
婚
姻
段
階
の
時
期
や
分
布
状
況
は
、
今
後
、
広
く
民
族
学
的
に
調
査
さ
れ
訂
正
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
モ
ル
ガ
ン
の
婚
姻
史
の
体
系
は
、

基
本
的
に
は
先
人
の
誰
も
が
到
達
し
得
な
か
っ
た
原
始
的
古
代
婚
姻
形
式
へ
の
科
学
的
歴
史
的
な
推
定
に
よ
っ
て
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
現
存
未

開
社
会
の
婚
姻
形
式
の
把
握
と
、
そ
こ
で
の
親
族
呼
称
法
の
分
析
は
、
仮
説
を
検
証
す
る
一
つ
の
手
段
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
一
体
、
現
存
未
開
発
社

会
と
、
原
始
的
古
代
社
会
と
は
、
全
く
別
の
世
界
で
あ
る
。
＇
歴
史
的
時
間
を
媒
介
と
せ
ず
に
、
前
者
の
実
態
の
如
何
に
よ
っ
て
直
ち
に
後
者
を
推
測

し
た
り
、
モ
ル
ガ
ツ
の
婚
姻
史
体
系
を
批
判
し
た
り
す
る
こ
と
は
甚
だ
し
い
矛
盾
で
あ
り
非
科
学
的
だ
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
現
存
未
開
民
族
は
、

近
代
文
明
か
ら
遮
断
さ
れ
て
は
い
る
が
、
原
始
的
古
代
か
ら
生
き
抜
い
て
き
た
現
代
人
で
あ
っ
て
、
古
代
人
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
モ
ル
ガ
ン

自
身
が
、
仮
説
の
検
証
手
段
の
一
っ
と
し
て
現
存
未
開
人
に
対
し
て
採
用
し
た
類
別
呼
称
法
の
解
釈
を
否
定
す
る
よ
う
な
調
査
例
が
現
わ
れ
て
も
、

重
要
な
批
判
の
決
め
手
で
は
あ
り
え
な
い
。
問
題
は
む
し
ろ
、
モ
ル
ガ
ン
11

ニ
ン
ゲ
ル
ス
の
設
け
た
婚
姻
史
の
体
系
を
、
更
に
ど
の
よ
う
な
方
法
で

科
学
的
に
実
証
す
る
べ
き
か
で
あ
る
。

⑳
批
判
者
は
、
い
ず
れ
も
、
モ
ル
ガ
ン
の
類
別
呼
称
法
の
欠
点
を
指
摘
し
、
原
始
社
会
に
、
乱
婚
の
実
在
を
否
定
し
、
単
婚
主
義
の
存
し
た
こ
と
を

説
く
。
た
と
え
ば
、
岡
田
「
前
掲
」
は
「
親
族
名
称
は
、
婚
姻
形
態
を
示
す
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
一
定
の
社
会
的
権
利
義
務
関
係
を
示
し
…
」

一
八
六
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一
夫
1

婦
制
の
存
立
基
礎

一
八
七

と
す
る
（
二
三
頁
）
。

W
e
s
t
e
r
m
a
r
c
k
,
E., 
op. 
cit., 
Vol. 
1, 
p
.
2
7
2
"
G
o
l
d
e
n
w
e
i
s
e
r
,
 A.A., E
a
r
l
y
 civilization. 
p.241: 
--Cunow, 

H••Die 

V
e
r
w
a
n
d
t
s
c
h
a
f
t
s
-
O
r
g
a
n
i
s
a
t
i
o
n
 d
e
r
 Australneger. S.162. 
etc. 

~
 
W
e
s
t
e
r
m
a
r
c
k
,
 E., 
op. 
cit. 
Vol. I
•
p
.
5
4
f
f
•
H
a
r
t
l
a
n
d
•
E
•
•
P

甘

i
t
i
v
esociety. 
1921, 
pp. 25ff. 
Goldenweiser, A.A., op. 

cit., 
p.241.

尚
、
ゴ
ー
ル
デ
ソ
ワ
イ
ザ
ー
「
文
化
人
類
学
」
（
「
進
化
論
の
没
落
」
）
米
村
訳
（
日
光
書
院
）
参
照
。

Briffault,

R., 
T
h
e
 

mothers•Vol. 

1. 
pp. 
1
9
6
-
1
9
8
.
 

閲
M
o
r
g
a
n
,L•H., 

op. 
cit., 
pp. 
3
8
5
~
6
.
 

⑳

Ibid., 
pp. 4
0
8
~
 12. 

閲
親
族
称
呼
そ
の
も
の
の
解
釈
が
モ
ル
ガ
ソ
と
異
る
論
者
の
批
判
は
、
結
局
、
こ
の
点
に
帰
す
る
。
モ
ル
ガ
ン
が
何
故
に
、
父
、
女
、
子
の
称
呼
を
、

生
み
の
父
、
母
、
子
相
互
の
称
呼
と
解
し
た
の
か
、
そ
の
根
拠
を
う
け
い
れ
れ
ば
、
批
判
の
余
地
も
な
い
は
ず
で
あ
る
。
ク
ノ
ウ
は
、
未
開
人
の
頬

別
称
呼
は
、
実
は
生
殖
関
係
と
無
縁
で
、
単
な
る
年
令
層
の
区
別
で
あ
り
、
類
別
称
呼
を
生
殖
観
念
に
於
い
て
分
析
し
よ
う
と
す
る
近
代
人
の
発
想

で
、
類
別
称
呼
を
分
析
し
た
点
が
モ
ル
ガ
ソ
の
誤
り
だ
と
い
っ
て
い
る
。
だ
が
、
ク
ノ
ウ
の
い
う
よ
う
に
、
果
し
て
、
未
開
人
の
類
別
称
呼
が
、
生

殖
観
念
と
無
縁
な
の
か
、
彼
の
研
究
か
ら
は
明
ら
か
で
な
い
。

C
日
10w,
H., 
D
i
e
 Verwandtschafts'Organisation d
e
r
 Australneger, 

E
i
n
 Beitrag z
u
r
 E
n
t
w
i
c
k
l
u
n
g
s
g
e
s
c
h
i
c
h
t
e
 d
e
r
 Familie. 1894, 
SS. 25 ff., 
5
3
1
5
5
.
 

閲
W
e
s
t
e
r
m
a
r
c
k
,
E.,0p. cit., 
Vol. 1, 
p.
菰

罰
前
註
閲
後
半
を
参
照
。

閲

Briffault,
R., 
op. 
cit., 
Vol;. 1. 
pp. 
1
9
5
~
6
.
ブ
リ
フ
ォ
ー
ト
の
主
張
は
、
中
川
「
前
掲
」
（
理
論
）
―
一
頁
以
下
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

園
リ
ヤ
ー
「
前
掲
」
七
五
頁
以
下
。

Letourneau,
C., 
L'evolution d
u
 m
a
r
i
a
g
e
 et 
d
e
 la 
famille. 
1888, 
p. 215. 

皿
生
物
進
化
論
的
に
人
類
史
を
さ
か
の
ぼ
り
、
動
物
家
族
と
古
代
人
類
の
家
族
と
の
近
似
性
を
推
定
し
よ
う
と
す
る
方
法
で
、
こ
れ
は
、
ダ
ー
ウ
ィ

ソ
や
ウ
ェ
ス
ク
ー
マ
ー
ク
が
採
用
し
た
と
い
わ
れ
る
（
林
「
前
掲
」
三
ー
三
七
頁
参
照
）
。
尚
、

Letourneau.
C.,0p. cit••pp. 

47ー
8.

皿

Goldenweiser,
A.A., op. ・cit., 
p. 126; 
Journal of philosophy, Vol. xv, 
1918. 

四
新
明
正
通
「
社
会
学
史
概
説
」
（
岩
波
全
書
）
二
六
五
頁
以
下
。
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「
家
族
」
は
、
ラ
テ
ン
語
の

山

esclaves de la maison
を
音
H
K
し
た
と
さ
れ
る
。
伝
統
的
音
官
兄
に
よ
れ
ば
、

ヽ
．
ヽ

ン
語
の

famul‘
で
あ
り
、
両
者
共
に
奴
隷
を
意
味
し
、
更
に
、
物
と
人
（
家
族
成
員
・
奴
隷
・
土
地
・
家
畜
・
金
銭
な
ど
）
の
す
べ
て

家
父
）
で
あ
っ
た
故
に
、
フ
ァ
ミ
リ
ア
の
語
は
、

図

（長

を
含
む
と
さ
れ
、
こ
れ
を
所
有
す
る
の
ほ
家
族
の
統
制
者
た
る
男
子

31 

古
代
ロ
ー
マ
家
族
の
性
格
を
そ
の
ま
ま
反
映
す
る
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
q
し
か
し
な
が
ら
、

囚

涸

mater familias
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
ボ
ン
フ
ァ
ン
テ
に
倣
っ
て

フ
ァ
ミ
リ
ア
の
意
味
は
ー
こ
の
語
の
歴

囮。

史
的
性
格
と
は
別
に
ー
「
家
」
を
同
じ
く
す
る
生
活
共
同
体
を
指
示
し
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う

familia
~
、
住
所
を
共
同
に

し
、
生
産
・
消
費
的
な
ど
の
日
常
的
生
活
を
共
同
に
す
る
血
縁
的
共
同
体
で
あ
り
、
夫
婦
・
親
子
に
よ
っ
て
基
本
的
に
構
成
さ
れ
る
人
間

関
係
で
あ
り
、
古
代
ロ
ー
マ
に
お
い
て
、
既
に
こ
の
意
味
で
の
フ
ァ
ミ
リ
ア
は
実
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
古
代
ロ
ー
マ
の
フ
ァ
ミ
リ
ア

は
家
父
長
制
家
族
の
形
式
を
と
っ
た
が
、
家
族
形
態
が
、
必
ら
ず
特
定
の
婚
姻
存
在
形
式
に
対
応
す
る
と
は
い
え
な
い
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、

で
も
な
い
。
た
だ
、

familia
を
原
語
と
し
、

ロ
ー
マ
に
は

paterfamilias
と
か

家
父
長
制
下
の

フ
ァ
ミ
リ
ア
の
語
漉
は
、

オ
ス
ク
語
の

famel
ラ
テ

familia 
は
元
来
「
家
奴
の
総
体
」

モ
ル
ガ
ン
1
1
ェ
ン
ゲ
ル
ス
の
理
論
を
批
判
的
に
摂
取
し
つ
つ
考

[1] 

一
夫
一
婦
制
の
存
立
基
礎

一
夫
一
婦
制
の
成
立

一
夫
一
婦
制
の
成
立
要
件

モ
ル
ガ
ン
に
よ
れ
ば
、
家
父
長
制
家
族
は
、
未
開
時
代
（
肛
”
暉
）
の
早
く
と
も
中
期
以
後
に
、

文
明
時
代
（
転
虹
疇
）
の
現
代
に
及
ぶ
。
一
夫
一
婦
制
の
成
立
の
状
況
を
、

え
て
み
た
い
。

四

一
夫
一
婦
家
族
は
、
未
開
の
後
期
以
後

婚
姻
史
の
体
系
に
お
い
て
、
婚
姻
は
夫
婦
結
合
を
意
味
し
、
各
時
代
の
家
族
の
存
在
形
式
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま

ensemble 
des 

一
八
八
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家
族
の
形
態
を
婚
姻
の
そ
れ
か
ら
分
類
す
る
た
め
、
モ
ル
ガ
ソ
の
五
段
階
を
修
正
し
て
、

モ
ル
ガ
ン
は
、

一
夫
多
妻
・
一
夫
一
婦
・
一
妻
多
夫
の
各
婚
姻
形
式
の
上
に
も
成
立
し
得
る
か
ら
で
あ
り
、

「
対
偶
家
族
」
「
単
婚
家
族
」
の
四
段
階
が
、
各
婚
姻
発
展
段
階
に
対
応
し
う
る
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

「
血
縁
家
族
」
と
「
プ
ナ
ル
ア
家
族
」
を
集
団
婚
の
時
代
と
し
、
つ
づ
い
て
「
対
偶
家
族
」

syndyasmfan
family 

a
 

「
家
父
長
家
族
」
・
「
単
婚
家
族
」
が
現
わ
れ
る
と
し
た
q

に
結
合
し
且
つ
そ
の
結
合
も
任
意
に
解
体
さ
れ
う
る
不
安
定
な
結
合
に
す
ぎ
な
い
。

さ
れ
た
も
の
、
「
プ
ナ
ル
ア
家
族
」
は
同
一
世
代
の
血
族
（
虹
5
姉
）
の
婚
姻
が
禁
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
モ
ル
ガ
ン
1
1
ニ
ン
ゲ
ル
ス
に

よ
れ
ば
、
こ
の
集
団
婚
で
つ
く
ら
れ
る
家
族
生
活
が
、
生
産
条
件
の
発
展
に
よ
っ
て
対
偶
家
族
に
発
展
し
、
更
に
家
父
長
家
族
に
な
る
の

圃

で
あ
る
。
問
題
は
、
ま
ず
「
集
団
婚
」
の
歴
史
的
性
格
で
あ
る
。
ニ
ン
ゲ
ル
ス
に
よ
れ
ば
、
未
だ
私
有
財
産
制
が
成
立
せ
ず
階
級
対
立
も

家
族
生
活
形
態
の
変
容
を
伴
う
の
で
あ
り
、

労
働
搾
取
も
な
く
、
血
族
集
団
で
あ
る
た
め
に
出
産
率
も
低
い
段
階
が
考
察
さ
れ
る
。
農
耕
と
か
火
の
使
用
法
・
布
織
り
や
食
器
作
り
は

婦
人
に
属
し
、
こ
の
こ
と
は
出
産
率
の
低
度
と
共
に
女
性
の
社
会
的
経
済
的
地
位
を
高
め
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ヤ
原
住
民
の
階
級
婚

（
心
尉
｀
5
）
、
中
部
ア
フ
リ
カ
の
ネ
グ
ロ
、
バ
ロ
ン
グ
族
の
妻
方
居
住
制
（
い
グ
知

e知
）
な
ど
が
そ
の
例
証
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

け
れ
ど
も
、
モ
ル
ガ
ン
の
い
う
未
開
時
代
の
中
頃
に
は
、
従
来
の
富
の
主
要
形
態

(m雌
二

5
i狂
5
）
が
、
社
会
発
展
の
原
理
た
る
、
生

産
労
働
条
件
の
発
展
段
階
・
欲
望
充
足
の
状
況
に
規
定
さ
れ
て
著
し
く
変
化
し
た
。
い
ま
や
、
家
畜
群
は
私
有
財
産
と
さ
れ
、
牧
畜
↓
金

属
加
工
↓
紡
績
↓
農
耕
と
い
う
よ
う
に
生
業
が
発
展
し
、
人
間
労
働
力
の
重
要
性
が
増
加
し
た
。
こ
う
し
た
「
新
し
い
社
会
生
活
」
は
、

「
集
団
婚
」
と
、
そ
れ
の
社
会
的
形
態
で
あ
る
「
血
縁
家
族
」

一
夫
一
婦
制
の
存
立
基
礎

と
、
そ
こ
で
の
「
女
性
の
高
い
地
位
」
は
根
拠
を
失
い
、

一
八
九

一
挙
に
「
家
父
長
制
家
族
」

1
1

一
夫
一
婦
制
に
発
展
す
る
。
こ
の
発
展
の
過
程

66

「
プ
ナ
ル
ア
家
族
」
の
基
礎

「
血
縁
家
族
」
は
婚
姻
集
団
が
世
代
に
よ
っ
て
区
別

「
対
偶
家
族
」
と
は
、

「
対
偶
婚
」
を
結
合
原
理
と
し
、
・
一
対
の
男
女
が
任
意

と
い
う
の
は
、
家
父
長
制
家
族
は
、

家
族
」

「
ブ
ナ
ル
ア
家
族
」

「
血
縁

7
 

「
家
父
長
制
家
族
」
を
省
い
て
四
段
階
と
し
た
。



く
と
き
、
社
会
心
理
学
的
に
は
、
対
偶
婚
自
体
の
内
に
、

一
夫
一
婦
制
の
存
立
基
礎

が
「
対
偶
婚
」
と
い
う
便
宜
的
過
渡
的
婚
姻
形
式
で
あ
る
と
モ
ル
ガ
ン
は
い
う
。

で
は
、
「
対
偶
婚
」
の
結
合
の
不
安
定
さ
（
雙
は
、
ど
う
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
通
っ
て
「
一
夫
一
婦
婚
」
に
進
む
の
で
あ
ろ
う
か
。
集
団
婚

時
代
に
も
対
偶
婚
は
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う
が
、
血
縁
家
族
↓
プ
ナ
ル
ア
家
族
の
発
展
の
過
程
は
、
血
族
相
婚
の
禁
止
の
増
加
に
他
な
ら
ず
、

こ
の
傾
向
は
、
プ
ナ
ル
ア
家
族
に
於
い
て
発
生
す
る
氏
族
の
成
熟
に
よ
っ
て
徹
底
的
に
促
進
さ
れ
る
。
と
同
時
に
、
上
述
の
、
富
と
生
業

の
社
会
的
発
展
、
と
く
に
私
有
財
産
制
の
形
成
に
よ
っ
て
プ
ナ
ル
ア
家
族
は
物
的
基
礎
を
失
い
、
こ
こ
に
新
た
な
単
婚
主
義
の
基
礎
が
、

社
会
的
に
も
物
的
に
も
確
固
た
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

つ
つ
も
、
し
か
も
一
夫
一
婦
婚
の
普
遍
的
存
在
を
説
い
た
の
は
、

モ
ル
ガ
ン
の
い
う
対
偶
婚
を
、
そ
の
ま
ま
原
始
的
古
代
に
さ
か
の
ぼ
ら

せ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
モ
ル
ガ
ン
1
1
ニ
ン
ゲ
ル
ス
に
倣
っ
て
、
対
偶
婚
を
、
集
団
婚
か
ら
一
夫
一
婦
婚
へ
の
発
展
の
過
程
に
お

一
夫
一
婦
婚
へ
の
志
向
性
が
あ
っ
た
と
い
う
よ
う
に
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

だ
が
、
不
安
定
な
対
偶
婚
主
義
が
克
服
さ
れ
て
、
安
定
し
且
つ
固
定
し
た
一
夫
一
婦
主
義
に
達
す
る
「
必
然
的
な
」
根
拠
は
、
更
に
厳

密
に
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
°
ボ
ス
ト
は
、
極
め
て
初
期
の
一
夫
一
婦
婚
が
習
俗
の
結
果
で
は
な
く
、
た
だ
「
必
要
」
の
た
め
の
も
の
だ

と
い
っ
て
い
Q
u
m
o
リ
ヤ
ー
が
、
「
必
要
と
貧
困
」
の
故
に
一
夫
一
婦
婚
が
普
及
し
た
と
い

f
（雌

5
3
い
竺
i
巳
臼
”
立
泣
[
$
、
ニ
ン
ゲ

ル
ス
が
、
経
済
的
理
由
に
よ
る
一
夫
多
妻
の
減
少
の
例
を
あ
げ
る
の
も
、
ボ
ス
ト
の
述
べ
る
処
に
近
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
存
未
開

人
の
婚
姻
関
係
が
、
不
安
定
で
且
つ
そ
の
間
に
履
々
妻
の
交
換
や
貸
与
の
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

リ
ヤ
ー
が
詳
細
に
報
告
し
て
い
る
が
、

多
く
の
場
合
、
．
夫
が
妻
の
身
体
の
上
に
有
す
る
所
有
権
の
行
使
と
し
て
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
の
婚
姻
制
が
一
夫
一
婦
主

義
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
否
定
す
る
材
料
に
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
の
事
例
が
、
リ
ヤ
ー
の
い
う
よ
う
な
「
人
間
の
多
婚
性
」
を
裏
づ
け

る
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
婚
姻
が
、
性
的
分
業
に
基
ず
く
経
済
的
協
力
と
、
生
殖
・
育
児
の
た
め
の
組
織
で
あ
る
と
い
う
基
本
的
定
義
に

ハ
ワ
ー
ド
や
ロ
ウ
イ
が
、
未
開
社
会
に
於
け
る
婚
姻
の
不
安
定
性
を
認
め

一
九
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従
っ
て
、
制
度
と
し
て
の
婚
姻
の
存
在
形
式
を
問
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
ボ
ス
ト
の
よ
う
に
、

立
を
「
必
要
」
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
る
べ
き
で
は
な
く
、
対
偶
婚
に
お
け
る
「
性
的
分
業
ー
経
済
的
協
力
の
方
法
の
変
化
」
と
「
生
殖
・

育
児
の
形
態
の
変
化
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

対
偶
婚
の
時
代
に
は
、
父
は
認
知
さ
れ
て
母
と
分
業
を
し
た
が
、
次
第
に
夫
は
、
食
糧
生
産
と
、
そ
れ
に
必
要
な
労
働
手
段
ー
こ
の
両

者
へ
の
支
配
を
な
し
得
た
に
対
し
、
妻
は
単
に
家
具
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
く
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
父
た
る
男
性
が
家
族
の
生
計
の
統
制

者
で
あ
り
、
女
は
単
に
家
の
内
で
補
助
的
に
働
く
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
成
員
の
生
活
と
、
そ
の
経
済
的
基
礎
が
男

子
に
支
配
せ
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
男
子
優
位
の
生
活
秩
序
に
矛
盾
し
な
い
限
度
で
の
み
、
女
子
の
労
働
が
是
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
従

っ
て
、
対
偶
婚
は
、
結
合
と
し
て
は
「
任
意
に
結
ば
れ
且
つ
解
除
さ
れ
る
」
不
安
定
な
婚
姻
形
式
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
集
団
婚
の
時
期

に
女
性
の
地
位
を
高
か
ら
し
め
た
要
因
の
解
消
1
1
夫
権
（
即

m)
の
強
化
の
過
程
で
、
こ
の
婚
姻
結
合
は
次
第
に
固
定
化
し
一
夫
一
婦
婚
に

発
展
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
人
類
最
初
の
一
夫
一
婦
制
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
私
有
財
産
制
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
男
子
の
優
位
、
換
言
す

れ
ば
家
長
た
る
男
子
の
、
妻
と
他
の
家
族
員
へ
の
経
済
的
支
配
の
家
族
形
態
と
共
に
出
現
し
た
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、

果
し
て
女
権
主
義
の
崩
壊
と
い
う
意
味
で
の
「
女
性
の
世
界
史
的
敗
北
」
と
い
う
史
的
事
実
を
意
味
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
問
題
が

四

あ
る
。
か
っ
て
、
ラ
ピ
ー
が
述
べ
た
よ
う
に
、
一
般
に
女
性
の
社
会
的
価
値
と
家
族
内
的
役
割
と
の
間
に
蛉
谷
I

が
み
ら
れ
る
と
し
て
も
、

フ
ァ
ミ
リ
ア
も
妻
も
ー
一
夫
一
婦
制
を
前
提
と
す
る

I
存
在
し
な
い
対
偶
婚
以
前
の
社
会
に
於
い
て
、
女
性
の
家
族
内
的
役
割
を
優
位
で

あ
っ
た
と
評
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
経
済
的
関
係
か
ら
、
女
性
の
家
族
内
的
位
置
を
高
く
評
価
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る

が
、
し
か
し
、
女
が
種
の
繁
殖
の
肉
体
的
犠
牲
者
で
あ
っ
た
集
団
婚
時
代
に
、
子
の
哺
育
養
育
の
負
担
が
女
に
か
け
ら
れ
て
い
た
筈
だ
か

ら
で
あ
る
。一

夫
一
婦
制
の
存
立
基
礎

一
九
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一
夫
一
婦
制
の
存
立
基
礎

か
く
て
、
家
父
長
的
結
合
形
態
の
成
立
に
お
い
て
、
男
子
の
専
制
・
女
性
の
屈
従
の
端
緒
的
形
態
が
出
現
し
た
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
家

族
内
権
力
の
推
移
を
、
母
権
か
ら
父
権
へ
の
後
退
と
規
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
と
に
角
、
特
定

の
夫
婦
は
今
や
子
と
共
に
フ
ァ
ミ
リ
ア
を
形
成
し
、
こ
れ
は
社
会
関
係
の
甚
礎
単
位
と
な
る
。
対
偶
婚
は
、

「
不
安
定
で
解
消
の
自
由
な

結
合
だ
っ
た
に
か
か
わ
ら
ず
、
子
へ
の
共
同
の
配
慮
が
結
合
を
強
め
、
こ
れ
を
永
久
化
せ
し
め
る
内
的
傾
向
を
有
し
」
た
の
で
あ
り
、

夫
一
婦
的
結
合
へ
の
発
展
は
、
家
父
長
制
の
形
成
に
対
応
し
て
の
み
科
学
的
に
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

註
山

Gaffiot,
F., 
Dictionnaire a
b
r
e
g
e
 Latin,Fran9ais. 
1936, 
p.248. 

②
I
③

M
a
i
n
e
,
 
lLS., 
A
n
c
i
e
n
t
 L
a
w
.
 1888, 
p.201. 

C
o
u
l
a
n
g
e
s
,
 F. 
de., 
L
a
 cite 
antique. 
18 ed., 
1903, 
p.118. 

M
o
r
g
a
n
`
 

L•H., 

op. 
cit., 
p
.
4
6
9
.
リ
ヤ
ー
「
前
掲
」
訳
書
参
照
。
ニ
ン
ゲ
ル
ス
「
前
掲
」
七
五
頁
。
L
u
b
b
o
c
k
,
J
.
,
 

T
h
e
 origine of 
civilization. 

1器
9,
p.73. 

Brrffault, 
R., 
T
h
e
 m
o
t
h
e
r
s
.
 
Vol. 
II, 
1927, 
p.346. 

④

Gaffiot. 
F., 
op. 
cit., 
p.248. 

固

Bonfante.
P., 
Hsit. 
d
u
 droit 
r
o
m
a
i
n
.
 
T
o
m
e
 1, 
1928, 
p.204. 

⑥
本
文
記
述
の
よ
う
に
、
伝
統
的
意
見
（
通
説
）
に
よ
れ
ば
、
諸
家
は
す
べ
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ア
が
、
元
来
、
奴
隷
と
財
産
を
意
味
し
た
こ
と
、
し
か

も
そ
れ
は
、
家
族
の
統
制
者
た
る
男
子
（
家
父
長
）
の
所
有
権
の
内
容
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
語
は
、
古
代
ロ
ー
マ
家
族
の
性
格
を
そ
の
ま
ま
文
字

の
上
に
表
わ
し
て
い
る
と
説
く
。
し
か
し
、
フ
ァ
ミ
リ
ア
が
元
来
、
奴
隷
や
財
産
を
意
味
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
家
父
長
支
配
下
の
一
切
の
も
の

の
名
を
指
し
た
に
せ
よ
、
問
題
は
、
そ
れ
ら
が
、
フ
ァ
ミ
リ
ア
と
い
う
語
に
よ
っ
て
統
一
的
に
観
念
さ
れ
た
根
拠
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

右
の
通
説
の
説
明
が
フ
ァ
ミ
リ
ア
の
語
義
を
説
く
の
に
「
家
族
の
統
制
者
」
「
家
父
長
」
の
概
念
を
用
い
て
い
る
の
も
不
合
理
で
あ
る
。
今
日
の
「

家
族
」
(
f
a
m
i
l
y
:
F
a
m
i
l
i
e
"
f
a
m
i
l
l
e
)
の
語
を
派
生
せ
し
め
た
の
が
フ
ァ
ミ
リ
ア
で
あ
る
か
ら
、
今
日
の
家
族
概
念
に
も
含
摂
さ
れ
る
よ
う
な

要
素
が
す
で
に
フ
ァ
ミ
リ
ア
の
原
義
中
に
も
内
在
し
た
は
ず
な
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
こ
こ
で
家
族
と
、
そ
の
普
遍
的
要
素
で
あ
る
「
家
」
の
関
係

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

最
初
に
、
こ
の
こ
と
を
指
摘
し
た
の
は
ロ
ス
バ
ッ
ハ
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
彼
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ア
の
原
義
を
「
家
」
に
求
め
、
「
家
」
は
、
土
地

・
共
通
住
居
・
成
員
相
互
の
共
同
生
活
体
か
ら
成
る
と
い
い
、
「
奴
隷
」
と
訳
さ
れ
る
フ
ァ
ム
ル
ス
は
、
元
来
奴
隷
と
自
由
人
の
双
方
を
意
味
し
て

一
九
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[2] 

い
た
—
ー
つ
ま
り
「
家
に
属
す
る
者
」
の
義
で
あ
る
と
し
、
フ
ァ
ミ
リ
ア
は
、
フ
ァ
ム
ル
ス
の
抽
象
形
で
あ
り
、
「
家
」
の
語(f
a
m
u
m
)
か
ら
来

た
と
説
い
て
、
．
伝
統
的
見
解
に
反
対
し
た
の
で
あ
っ
た
。
通
説
を
否
定
す
る
ロ
ス
バ
ッ
＾
の
説
は
ウ
エ
ス
ト
ル
ッ
プ
に
よ
っ
て
高
く
評
価
さ
れ
、
ボ

ン
フ
ァ
ソ
テ
の
採
用
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

R
o
s
s
b
a
c
h
、
A.
U`
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
e
n
U
b
e
r
 die 
rtimische E
b
e
.
 1
8
5
3
,
 
S
S
.
 

1
4
ー
1
5
.

こ
の
見
解
が
、
イ
エ
ー
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

W
e
s
t
r
u
p
,
C.W., Introduction to early 
R
o
m
a
n
 

L
a
w
.
 1
9
3
4
,
 
pp. 1
7
ー＇
8
.

に
紹
介
が
あ
る
。

m
前
章
註
伽
参
照
。

⑧

M
o
r
唇
n,L•H.̀ op. 

cit••pp. 

384, 
453.
尚
、
前
章
註
⑱
伽
参
照
。

⑨
ニ
ン
ゲ
ル
ス
「
前
掲
」
の
他
に
、
平
井
潔
「
婦
人
問
題
入
問
」
（
唯
研
刊
）
林
要
「
前
掲
」
（
青
木
文
庫
）
な
ど
、
か
な
り
詳
細
な
考
察
が
な
さ
れ

て
い
る
。
以
下
は
、
こ
れ
ら
の
文
献
に
負
う
こ
と
が
多
い
。

U
O
l
P
o
s
t
,
 
A•H., 

op. 
cit., 
S
.
2
6
.
 

Ull
リ
ヤ
ー
「
前
掲
」
訳
書
七
五
頁
以
下
。

四

M
a
l
i
n
o
w
s
k
i
,
B., 
op. cit••pp. 

1
0
1
|
3
・
 

⑬

Lapie, P., 
L
a
 f
e
m
m
e
 d
a
n
s
 la 
famille. 
pp. 3
1ー

3
,
4
1ー

{
2
.

古
代
ロ
ー
マ
社
会
の
一
夫
一
婦
制
の
成
立

ロ
ー
マ
人
は
、
紀
元
前
八
世
紀
頃
、
定
着
生
活
に
入
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
長
い
間
、
遊
動
生
活
を
営
ん
で
い
た
ロ
ー
マ
人
は
、
牧

畜
・
農
耕
の
発
達
と
共
に
次
第
に
定
着
化
し
、
遊
動
し
つ
つ
形
成
さ
れ
て
い
た
氏
族
的
生
活
秩
序
は
、
定
着
を
契
機
と
し
て
更
に
農
耕
技

術
を
進
歩
せ
し
め
、
特
定
の
土
地
と
集
団
生
活
と
の
緊
密
な
関
係
が
で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
村
落
共
同
体
的
秩
序
が
形
成
さ
れ
る
。
定

着
前
の
ロ
ー
マ
人
の
氏
族
的
生
活
秩
序
は
、
山
氏
族
内
部
の
分
業
の
発
展
ー
性
別
・
年
令
別
・
職
能
別
分
業
、
そ
の
結
果
と
し
て
生
産
力

の
発
展
と
貧
富
の
別
の
生
じ
た
こ
と

族
の
独
立
化
傾
向
、
男
子
の
経
済
的
支
配

一
夫
一
婦
制
の
存
立
基
礎

②
対
偶
婚
の
形
成
ー
族
内
婚
の
禁
止
や
血
縁
婚
禁
止
ー
単
婚
化
の
促
進
、
経
済
単
位
と
し
て
の
家

四

③
酋
長
そ
の
他
の
指
導
者
の
地
位
の
世
襲
化
、
を
特
色
と
す
る
。
だ
が
、
氏
族
集
団
が
定
着

一九一――
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そ
れ
は
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
未
だ
氏
族
的
紐
帯
が
強
く
、

一
夫
一
婦
制
の
存
立
基
礎

し
て
形
成
さ
れ
た
村
落
共
同
体
は
、
古
代
ロ
ー
マ
社
会
の
右
の
よ
う
な
特
色
を
更
に
発
展
さ
せ
た
も
の
と
し
て
現
わ
れ
る
。
建
国
期
の
ロ

・
マ
社
会
が
そ
れ
で
あ
り
、
墨

こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
「
当
初
、
そ
の
構
成
員
は
す
べ
て
同
一
の
血
縁
関
係
者
で
あ
る
の
を
普
通
と
し
た
」
が
、

関
係
」
は
、
人
々
の
生
活
様
式
、
社
会
関
係
に
反
映
し
、

な
っ
た
」
。
今
や
「
経
済
単
位
と
し
て
の
フ
ァ
ミ
リ
ア
が
独
立
し
た
こ
と
が
、

重
要
な
役
割
を
演
じ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

闘

ァ
ミ
リ
ア
の
一
人
の
傍
系
親
族
を
も
広
く
包
含
す
る
大
家
族
共
同
体
で
あ
っ
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
」
。
そ
し
て
、

は
、
「
社
会
の
上
部
構
造
に
於
け
る
幾
多
の
変
遷
に
も
か
か
わ
ら
ず
永
く
維
持
せ
ら
れ
」
、
資
本
主
義
社
会
に
な
る
ま
で
ー
「
近
世
初
頭
ま

閥

で
存
続
し
た
こ
と
は
、
文
明
国
を
通
じ
て
み
ら
れ
る
」
の
で
あ
る
。
ニ
ソ
ゲ
ル
ス
に
よ
れ
ば
、
「
ロ
ー
マ
の
建
設
後
し
ば
ら
く
は
氏
族
紐

皿

帯
は
極
め
て
強
固
だ
っ
た
」
が
、
紀
元
前
四
世
紀
頃
よ
り
社
会
構
成
が
変
化
し
、
近
代
国
家
の
民
法
に
移
殖
さ
れ
た
一
夫
一
婦
制
の
身
分

法
原
理
も
、
こ
の
時
に
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

建
国
期
の
、

「
家
長
制
世
帯
共
同
体
」
か
ら
構
成
さ
れ
、
最
初
の
フ
ァ
ミ
リ
ア
を
確
立
す
る

ニ
ン
ゲ
ル
ス
の
い
う
「
家
長
制
世
帯
共
同
体
」
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
の
「
未
分
家
族
」

さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

ニ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
そ
れ
が
、

「
土
地
と
の
緊
密
なフ

村
落
共
同
体
の
伝
統

た
る
大
家
族

共
同
体
に
対
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
建
国
当
初
の
フ
ァ
ミ
リ
ア
の
本
質
は
、
対
偶
婚
が
単
婚
主
義
化
さ
れ
る
過
渡
期
に
お
い
て
把
握

「
こ
の
社
会
的
有
機
体
の
長
は
、
妻
子
と
一
団
の
奴
隷
を
、

閾

の
権
利
を
以
っ
て
所
有
し
た
の
で
あ
っ
た
」
。
ホ
イ
ス
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
「
経
済
単
位
は
、
本
来
、
近
代
的
意
味
に
於
け
る
単
婚
家
族
で
は

ロ
ー
マ
的
父
権
の
下
に
、
全
員
に
対
す
る
生
殺
与
奪

な
く
、
多
く
の
世
代
、
つ
ま
り
数
個
の
単
婚
家
族
か
ら
成
り
、
こ
の
他
に
屡
々
多
数
の
非
自
由
民
を
も
包
含
す
る
『
世
帯
共
同
体
』
だ
っ

伽

四

た
」
の
で
あ
り
、
こ
の
「
家
長
制
世
帯
共
同
帯
は
、
詳
婚
か
ら
発
生
す
る
母
系
家
族
と
近
代
的
単
婚
家
族
と
の
過
渡
期
的
段
階
で
あ
り
」
、

―
つ
の
屋
敷
に
住
み
共
同
耕
作
し
共
同
の
貯
蔵
に
よ
っ
て
飲
食
し
収
獲
の
剰

famille indivise 

「
結
合
原
理
と
し
て
の
血
縁
は
次
第
に
地
縁
関
係
に
と
っ
て
代
ら
れ
る
こ
と
に

一
九
四
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級
分
化
で
内
か
ら
崩
れ
て
い
く
が
、

5
 

一
夫
一
婦
制
の
基
礎
は
、
私
有
財
産
制
と
男
子
の
労
働
の

67

余
を
共
有
す
る
。
妻
は
、
ま
だ
自
由
と
尊
敬
の
対
象
で
あ
っ
た
が
、
妻
の
貞
操
は
、
子
の
父
性
を
確
保
す
る
た
め
に
夫
の
権
力
に
無
条
件

に
支
配
さ
れ
、
夫
が
妻
を
殺
す
と
し
て
も
、
そ
れ
は
彼
が
夫
と
し
て
の
権
利
を
行
使
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
も
、
実
に
、

妻
は
夫
と
同
様
に
単
意
離
婚
の
権
利
を
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

受
権
者
、
氏
神
（
ラ
ー
ル
）

の
フ
ァ
ミ
リ
ア
に
於
け
る
主
管
者
で
あ
り
、
そ
の
地
位

Patria
potestas
は
、
経
済
的
な
支
配
権
（
フ

8
、

ア
ム
ル
ス
と
物
的
財
産
）
及
び
宗
教
的
権
威
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
こ
れ
は
古
く
か
ら
手
権

m
a
n
u
s
と
よ
ば
れ
た
統
一
的
排
他
的
絶
対

的
権
力
に
他
な
ら
な
い
。
案
内
で
権
力
を
有
す
る
の
は
、
家
長
一
人
で
あ
り
、
子
に
対
す
る
母
の
親
権
観
念
は
な
く
、
孫
も
祖
父
の
家
父

権
に
服
し
、
父
が
彼
に
家
父
権
を
も
つ
こ
と
は
あ
り
え
ず
、
男
の
子
や
男
孫
が
、
家
父
を
措
い
て
配
偶
者
に
手
権
を
行
使
す
る
こ
と
は
な

ロ
ー
マ
の
氏
族
制
フ
ァ
ミ
リ
ア
ー
同
族
的
家
長
制
世
帯
共
同
体
ー
に
於
け
る
家
族
原
理
は
、

patria
potestas
そ
の

競

も
の
で
あ
り
、
婚
姻
の
原
理
は
親
子
関
係
の
原
理
に
吸
収
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
婚
姻
．
の
極
め
て
自
由
な
解
消
を
認
め

て
も
、

か
か
る
共
同
体
が
離
婚
に
よ
っ
て
解
体
す
る
恐
れ
が
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

そ
の
後
、
領
土
の
発
展
・
商
業
の
進
歩
・
貴
族
1
1
平
民
な
ど
ロ
ー
マ
市
民
の
民
事
法
の
組
織
化
の
た
め
に
、

確
立
し
、
平
民
層
内
部
の
貧
富
の
差
と
自
由
民
・
奴
隷
の
階
層
分
化
が
著
し
く
、
耕
地
は
個
々
の
家
族
に
対
し
て
一
時
的
に
ー
後
に
は
恒

久
的
に
ー
利
用
に
委
ね
ら
れ
、
各
フ
ァ
ミ
リ
ア
は
村
落
共
同
体
的
秩
序
の
基
礎
単
位
と
し
て
、
完
全
に
世
帯
共
同
体
的
同
族
結
合
か
ら
独

立
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
て
、
古
代
ロ
ー
マ
の
フ
ァ
ミ
リ
ア
は
、
完
全
に
単
婚
家
族
と
な
り
、

一
夫
一
婦
制
の
存
立
基
礎

「
人
間
社
会
の
可
動
性
の
増
加
」
（
ニ
ン
ゲ
ル
ス
）
そ
の
他
の
社
会
的
変
化
に
よ
り
、
私
有
財
産
制
は

い
…
…
か
く
て
、

ロ
ー
マ
家
父
長
制
家
族
に
お
い
て
、
夫
は
万
能
の
家
父
で
あ
り
、

家
父
の
み
が
法
主
体

sui
juris 

一
九
五 か

っ
て
の
氏
族
制
度
は
階

で
あ
り
、
彼
は
共
同
体
か
ら
の



⑬
堀
江
保
蔵
「
西
洋
経
済
史
概
要
」
（
実
業
之
社
）
九
頁
以
下
。

古
代
ロ
ー
マ
の
農
耕
技
術
の
進
歩
に
つ
い
て
は
、
石
田
文
次
郎
「
土
地
総
有
権
史

制
を
媒
介
に
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
で
は
課
題
外
で
あ
る
が
、

1
1
夫
婦
関
係
が
、

O
r
g
a
n
i
s
m
o
 

養
義
務
」

「
嫁
資
設
定
義
務
」

若
干
の
権
利
概
念
に
わ
か
れ
、

(
d
o
m
i
n
i
u
m
)
、

(dominica potestas)
、

．
 

(
m
 c
a
u
s
a
 

一
夫
一
婦
制
の
存
立
基
礎

蕊

重
要
な
役
割
に
よ
っ
て
確
固
た
る
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。
人
類
史
最
初
の
婚
姻
の
精
神
的
基
礎
も
築
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、

右
の
フ
ァ
ミ
リ
ア
の
変
質
は
、
家
父
長
の
地
位
の
変
質
に
対
応
し
て
い
る
。
家
父
権
か
ら
、
次
第
に
宗
教
的
権
威
は
失
わ
れ
て
き
た
し
、

民
事
法
で
そ
の
権
限
も
縮
少
さ
れ
た
。
家
父
の
統
一
的
排
他
的
絶
対
的
な
権
力
を
意
味
し
た
「
手
権
」

m
a
n
u
s
は
、
次
第
に
分
裂
し
て

「
所
有
権
」

「
奴
隷
権
」

「
準
奴
隷
権
」

mancipi)
と
な
り
、
妻
に
対
し
て
は
、
従
前
の
マ
ヌ
ス
の
語
が
残
っ
て
「
夫
権
」
を
指
示
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
家
父
は
、
今
や
「
扶

「
義
務
分
保
存
義
務
」
を
家
族
生
活
に
於
い
て
負
う
こ
と
に
な
っ

5
。
こ
の
こ
と
は
、
家
父
が
、
最
早
、

超
越
的
絶
対
的
な
身
分
で
は
な
く
、
権
利
1
1
義
務
の
法
主
体
と
し
て
、
法
的
に
規
定
さ
れ
た
こ
と
に
他
な
ら
な
い
と
同
時
に
、
婚
姻
結
合

そ
れ
自
体
価
値
を
も
つ
も
の
と
し
て
法
的
に
保
護
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

politico
か
ら

O
r
g
a
n
i
s
m
o
d
o
m
e
s
t
i
c
o
へ
の
変
質
と
し
て
理
解
さ
れ
る
事
態
で
あ
る
。

か
く
て
形
成
さ
れ
た
後
期
ロ
ー
マ
家
族
は
、
少
な
く
と
も
共
和
政
初
期
以
来
の
現
象
で
あ
り
、
近
代
社
会
の
一
夫
一
婦
家
族
の
原
型
と

み
て
よ
い
。
離
婚
の
自
由
は
[
寺
院
法
の
離
婚
禁
止
主
義
に
対
立
す
る
こ
と
に
な
る
が
ヽ
後
期
ロ
ー
マ
法
に
於
い
て
も
‘
ま
だ
フ
ア
ミ
リ

ア
の
維
持
の
要
請
に
矛
盾
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
ロ
ー
マ
法
上
の
一
夫
一
婦
制
が
、
市
民
法
上
の
も
の
で
、
非
自
由
民
や
奴
隷

罰

に
は
、
婚
姻
権

(conubium,
ius conubti)
の
な
か
っ
た
こ
と
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
婚
姻
制
度
の
法
史
的
研
究
は
、
こ

ロ
ー
マ
の
フ
ァ
ミ
リ
ア
が
、
対
偶
家
族
の
段
階
を
経
て
単
婚
家
族
に
発
展
し
た
社
会
的
経
済
的
諸
条
件
が
、

モ
ル
ガ
ン
1
1

ニ
ン
ゲ
ル
が
家
族
発
展
の
契
機
と
し
て
設
定
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
こ
と
、
‘
歴
史
的
に
は
一
夫
一
婦
制
の
成
立
は
家
父
長

一
九
六
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論
」
五
頁
以
下
に
説
明
が
あ
る
（
孵
耕
か
ら
梨
耕
へ
の
進
歩
な
ど
）
。

⑮
古
代
ロ
ー
マ
人
の
氏
族
的
生
活
秩
序
に
つ
い
て
は
、
堀
江
「
前
掲
」
八
ー
九
頁
参
照
。
指
導
者
の
地
位
の
固
定
化
・
世
襲
化
が
、
次
第
に
彼
を
祖

神
の
直
系
と
目
せ
ら
れ
る
家
柄
の
出
身
と
し
て
権
威
づ
け
、
後
に
、
ロ
ー
マ
の
家
長
権
力
が
何
よ
り
も
ま
ず
「
家
族
関
係
」
a
四
i
a
t
i
o
の
最
高
者

と
い
う
資
格
で
現
わ
れ
た
こ
と
（
原
田
「
ロ
ー
マ
法
」
下
巻
六
六
頁
）
、
且
つ
、
土
地
（
当
時
の
最
も
重
要
な
財
産
）
と
結
合
し
た
権
力
と
し
て
現
わ

れ

た

こ

と

（

シ

ャ

レ

イ

著

「

財

産

の

歴

史

」

拙

訳

三

八

頁

）

に

照

応

す

る

。

．

、
、
、
、
、
、

デ
ュ
ル
ケ
ム
は
、
こ
う
し
た
氏
族
生
活
秩
序
の
発
展
過
程
を
考
察
し
「
氏
族
」
の
同
祖
性
と
適
法
性
を
追
求
し
、
彼
の
い
わ
ゆ
る
「
未
分
家
族
」

(famille 
i
n
d
i
v
i
s
e
)
が
、
「
祖
先
と
財
産
と
食
事
を
共
に
す
る
傍
系
親
族
の
大
家
族
組
織
」
だ
と
し
た
。
こ
れ
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
い
う
「
家
長
制

世
帯
共
同
体
」
に
属
す
る
も
の
と
思
わ
れ
、
ロ
ー
マ
の
家
父
長
制
家
族
に
先
行
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
D
u
r
k
h
e
i
m
•
E
•
•
L
e
s

f
o
r
m
e
s
 

e
l
e
m
e
n
t
a
i
r
e
s
 d
e
 la 
vie 
religieuse. 
1
9
1
2
、
p
.
1
4
3
.
こ
？
い
？
B
{
妬
広
邸
叩
フ
ァ
ミ
リ
ア
シ
d

、
ル
ト
ゥ
ル
ノ
ー
は
[
c
l
a
n
familial]...¥J "i "< 

で
、
や
は
り
祖
先
の
同
一
性
を
強
調
し
、
ク
ー
ラ
ン
ジ
ュ
も
「
家
族
宗
教
」
と
い
う
側
面
か
ら
規
定
し
て
い
る
。
r
"
t
o
u
m
e
a
u
,
C., 
L'evolution 

d
u
 m
a
r
i
a
g
e
 et d
e
 la 
famille. 
pp. 
333ー

-4;
Coulanges•F•de., 

op. cit••90, 

92•121, 

ff. 

⑱
ニ
ン
ゲ
ル
ス
「
前
掲
」
訳
書
七
六
頁
。

閻
堀
江
「
前
掲
」
九
ー
一

0
頁。

⑱
同
右
‘
―
二
頁
。

Uro

エ
ソ
ゲ
ル
ス
「
前
掲
」
一
六
七
頁
。

⑳
ー
四
同
右
、
七
五
頁
以
下
。
ホ
イ
ス
ラ
ー
の
定
義
は
、
同
書
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

図
こ
の
こ
と
を
強
調
す
る
の
は
、
ル
ト
ゥ
ル
ノ
ー
と
ク
ー
ラ
ン
ジ
ュ
で
あ
る
。
前
述
註
⑮
を
参
照
。

(Morgan•L•H., 

op. 
cit.、pp.
2
2
1
3
.
原
田
「
前
掲
」
下
巻
六
三
頁
(
b
)

因
ェ
ソ
ゲ
ル
ス
は
、
対
等
人
格
者
の
婚
姻
が
な
け
れ
ば
、
形
式
上
、
一
夫
一
婦
が
成
立
し
て
も
、
精
神
的
基
礎
と
し
て
の
婚
姻
意
思
は
存
し
な
い
と

し
て
、
「
中
世
以
前
の
一
夫
一
婦
婚
に
於
い
て
、
個
人
的
性
愛
は
問
題
に
な
ら
な
い
」
と
述
べ
つ
つ
、
す
で
に
古
代
ロ
ー
マ
に
於
い
て
フ
ァ
ミ
リ
ア

が
家
長
制
世
帯
共
同
体
か
ら
独
立
分
化
し
た
と
き
に
、
「
個
人
的
性
愛
は
荊
芽
と
し
て
は
存
在
し
た
」
と
い
っ
て
い
る
（
「
前
掲
」
一

0
0頁）。

閲
原
田
「
前
掲
」
六
三
頁
(
C
)
参
照
。

岡
食
卓
だ
け
を
共
に
し
た
の
で
あ
る
。
婚
姻
制
度
の
法
的
保
護
が
、

一
夫
一
婦
制
の
存
立
基
礎

一
九
七

一
部
階
級
だ
け
に
適
用
さ
れ
た
例
は
、
歴
史
上
少
な
く
な
い
。
ニ
ン
ゲ
ル
ス
は
、

677 



第
一
に
、

一
夫
一
婦
婚
を
歴
史
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
解
さ
ず
、

階
級
婚
制
度
と
奴
隷
の
間
に
深
い
関
係
が
あ
る
と
し
（
前
掲
書
）
、
近
代
社
会
の
階
級
婚
制
度
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
階
級
が
奴
隷
階
級
に
相
当
す
る

こ
と
を
、
く
り
返
し
述
ぺ
て
い
る
が
、
フ
ラ
ソ
ス
民
法
下
で
、
そ
の
要
式
主
義
の
た
め
に
、
多
数
の
労
働
者
が
自
由
な
婚
姻
を
は
ば
ま
れ
た
こ
と
に

照
応
す
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。ー

一
夫
一
婦
制
の
存
立
基
礎
I

一
夫
一
婦
制
の
存
立
基
礎
を
ま
と
め
よ
う
。
い
う
迄
も
な
く
、

モ
ル
ガ
ン
1
1
ニ
ン
ゲ
ル
ス
の
集
団
婚
、
こ
れ
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
血
縁

モ
ル
ガ
ン
自
身
が
、
そ
の
実
証
的
な
検
証
を
民
族
学
の
将
来
に
委
ね
た
よ
う
に
、
そ
の
ま

ま
是
認
す
べ
き
で
な
い
部
分
が
あ
る
と
し
て
も
、
問
題
は
、

モ
ル
ガ
ン
1
1
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
方
法
が
、
科
学
的
な
婚
姻
史
の
体
系
を
構
想
す

一
夫
一
婦
制
の
存
立
基
礎
に
つ
い
て
も
、
私
有
財
産
制
の
成
立
と
い
う
重
要
な
指
摘
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
婚
姻
発
展
段
階
説
の
内
容
的
部
分
に
つ
い
て
全
面
的
に
は
信
用
で
き
な
い
と
す
る
、
わ
が
国
の
学
者
に
よ
っ
て
も
、

持
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

有
財
産
制
の
成
立
と
一
夫
一
婦
制
の
成
立
と
の
本
質
的
関
係
の
、
科
学
的
な
究
明
は
無
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

図

第
二
に
、
一
夫
一
婦
制
の
存
立
基
礎
は
、
「
人
類
最
初
の
家
族
形
態
」
と
ェ
ン
ゲ
ル
ス
が
評
価
し
た
も
の
、
つ
ま
り
、
群
婚
か
ら
発
生

③
 

す
る
母
系
集
団
が
、
次
第
に
そ
の
氏
族
的
紐
帯
を
失
な
っ
て
、
個
々
の
家
族
集
団
に
分
裂
し
、
私
有
財
産
制
の
成
熟
と
階
級
の
分
化
に
対

応
し
、
個
々
に
耕
地
を
占
有
•
利
用
す
る
単
位
と
し
て
形
成
さ
れ
た
フ
ァ
ミ
リ
ア
と
同
じ
地
盤
で
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、

今
や
女
子
に
代
っ
て
家
族
生
活
の
物
的
基
礎
は
、
私
有
財
産
と
し
て
の
土
地
所
有
と
男
子
の
労
働
で
あ
り
、
家
父
長
制
に
よ
っ
て
確
立
さ

る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

家
族
・
プ
ナ
ル
ア
家
族
の
実
在
に
つ
い
て
は
、

五

結

一
夫
一
婦
制
の
存
立
基
礎

語

ほ
ぼ
支

「
性
」
の
不
変
性
固
定
性
を
説
く
立
場
で
は
、
私

一
九
八
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一
夫
一
婦
結
合
の
精
神
的
基
礎
は
、
強
力
な
家
父
権
の
服
従
、
家
父
長
家
族
制
へ
の
適
応
の
態
度
を
意
味
し
、
古
代
ロ
ー
マ
に
、

そ
の
端
緒
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
ま
だ
、
そ
こ
で
は
相
互
の
愛
情
に
よ
る
排
他
的
結
合
と
い
う
状
況
は
見
当
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、

経
済
的
地
位
が
均
衡
し
、
家
父
長
制
が
崩
壊
し
た
と
き
、
私
有
財
産
制
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
一
夫
一
婦
制
は
、
は
じ
め
て
男
女
双
方
に
平

等
に
一
夫
一
婦
結
合
を
保
障
し
、
対
等
者
間
の
主
体
的
な
愛
情
に
よ
る
結
合
と
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
。

多
く
の
民
族
学
者
や
法
学
者
が
、
原
始
的
古
代
に
も
一
夫
一
婦
制
の
存
在
を
推
定
し
て
い
る
こ
と
の
非
科
学
性
に
つ
い
て
は
既
に
批
判

し
た
。
婚
姻
が
本
質
的
に
ニ
ト
ス
（
人
間
性
）
で
あ
り
つ
つ
ノ
モ
ス
で
あ
る
と
す
る
こ
と
に
、
無
論
、
異
論
は
な
い
。
し
か
し
、

味
で
、 第

三
に
、

一
夫
一
婦
制
の
存
立
基
礎
は
、
妻
に
対
す
る
夫
の
支
配
権
の
物
的
基
礎
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

男
子
の
権
利
で
あ
り
…
…
同
棲
中
は
妻
の
み
に
厳
格
な
貞
操
義
務
が
要
求
さ
れ
…
…
し
か
し
、
婚
姻
紐
帯
は
双
方
か
ら
容
易
に
解
く
こ
と

囚

が
で
き
、
子
供
は
前
と
同
じ
く
母
の
み
に
属
し
」
て
い
た
。
や
が
て
男
子
に
よ
る
私
有
財
産
が
発
達
し
富
が
増
加
す
る
と
、
「
一
方
で
は
、

男
子
に
対
し
女
子
に
於
け
る
よ
り
も
重
要
な
家
族
上
の
地
位
を
与
え
、
他
方
で
は
、
こ
の
強
め
ら
れ
た
地
位
を
利
用
し
て
在
来
の
相
続
順

位
を
子
供
の
利
益
の
た
め
に
規
制
す
る
傾
向
を
生
じ
…
…
」固

て
、
男
系
に
よ
る
相
続
と
父
方
の
相
続
権
が
樹
立
さ
れ
た
」
。
か
く
て
、
私
有
財
産
は
、
単
に
家
父
長
の
た
め
の
も
の
で
な
く
、

続
人
の
た
め
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
婚
姻
結
合
は
、
強
力
な
家
父
長
制
家
族
制
度
の
一
部
分
に
す
ぎ
ず
、
家
父
長
制
家
族
形
態
が

個
人
化
す
る
ほ
ど
家
父
権
は
強
化
さ
れ
、
逆
に
後
者
は
、
単
婚
家
族
乃
至
一
夫
一
婦
制
の
発
達
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
発
達
す
る
。
そ
の
意

一
夫
一
婦
制
の
存
立
基
礎
は
、
私
有
財
産
の
家
父
長
制
支
配
の
成
立
と
い
う
一
定
の
歴
史
段
階
に
求
め
ら
れ
る
。
男
女
の

一
夫
一
婦
制
の
存
立
基
礎

婚
の
段
階
で
は
、

「
一
人
の
男
子
と
一
人
の
女
子
が
同
棲
し
て
も
、

一
九
九

ニ
ト
ス

父
系
相

一
夫
多
妻
を
行
う
こ
と
と
、
膜
々
自
己
の
守
操
義
務
を
破
る
こ
と
ほ

一
夫
一
婦
制
は
、
精
神
的
に
も
、
婚
姻
結
合
の
排
他
性
、

れ
る
か
ら
、

夫
に
よ
る
妻
へ
の
独
占
性
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
る
。

「
・
…
・
・
か
く
て
、
女
系
に
よ
る
血
統
の
算
定
と
母
方
の
相
続
権
は
廃
棄
さ
れ

対
偶
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念
も
、
近
代
法
に
於
け
る
婚
姻
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
特
殊
1
1
近
代
的
に
決
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
可
能
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

婦
制
の
精
神
的
基
礎
と
は
、
ま
さ
に
、
こ
の
「
婚
姻
意
思
」
の
こ
と
で
あ
り
、
社
会
的
経
済
的
諸
条
件
の
発
展
段
階
に
規
定
さ
れ
て
、
当

該
時
代
の
婚
姻
制
度
が
決
定
さ
れ
、
そ
こ
で
の
婚
姻
の
普
遍
的
イ
メ
ー
ジ
と
婚
姻
意
思
が
定
着
せ
し
め
ら
れ
る
と
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

一
夫
一
婦
制
の
存
立
基
礎
は
、
常
に
、
私
有
財
産
制
の
成
立
と
い
う
外
的
事
実
そ
の
も
の
で
あ
り
、
人
間
性
乃
至
エ
ト
ス
で
は
な
い
と
い

う
べ
き
で
あ
る
。

註
山
機
能
主
義
の
立
場
を
と
る
人
達
で
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
支
持
も
期
待
で
き
な
い
。
し
か
し
、
多
く
の
問
題
に
つ
い
て
留
保
し
つ
つ
、
私
有

財
産
制
の
成
立
を
、
一
夫
一
婦
制
成
立
の
重
要
な
契
機
と
評
価
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
来
栖
三
郎
「
民
法
講
義
」
第
一
分
冊
が
あ
る
。

図
ェ
ン
ゲ
ル
ス
「
前
掲
」
八
0
頁。

③
同
右
、
七
六
頁
。

山
ー
固
同
右
、
六
一
頁
・
七
三
頁
。

矧
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
に
述
ぺ
た
。
三
木
情
「
前
掲
」

う
ま
で
も
な
い
。
近
代
民
法
の
、

「
一
夫
一
婦
関
係
を
成
立
・
存
続
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
思
」
（
ー
民
法
上
の
「
婚
姻
意
思
」
）
と
い
う
概

婚
姻
結
合
が
、
何
よ
り
も
ま
ず
「
性
」
の
関
係
で
あ
り
、

「
婚
姻
」
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
歴
史
的
に
制
約
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
い

一
五
一
頁
が
そ
う
い
う
見
解
で
あ
り
、
青
山
「
前
掲
」
二
四
頁
も
、

の
内
容
は
考
え
ら
れ
な
い
。

「
性
」
に
つ
い
て
の
態
度
は
、
特
に
そ
う
で
あ
ろ
う
。

け
で
あ
る
。
し
か
も
、

一
夫

囮

の
不
変
性
を
前
提
と
し
て
「
一
夫
一
婦
婚
」
の
普
遍
性
を
推
定
す
る
の
ほ
甚
だ
非
科
学
的
に
思
わ
れ
る
。
機
能
主
義
者
が
、
原
始
単
婚
制

の
仮
説
を
主
張
す
る
場
合
に
は
、
必
ら
ず
、
こ
う
い
う
不
当
な
前
提
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
彼
等
の
調
査
対
象
は
、
現
代
の
未
開
人

で
あ
っ
て
古
代
人
で
は
な
い
か
ら
、
そ
こ
で
の
婚
姻
存
在
形
式
の
調
査
結
果
は
、
単
に
彼
等
の
仮
説
の
検
証
の
手
が
か
り
に
な
り
う
る
だ

エ
ト
ス
は
、
常
に
人
類
の
社
会
生
活
の
型
の
中
で
相
対
的
に
定
ま
っ
て
く
る
も
の
で
あ
り
、
永
遠
絶
対
の
ニ
ト
ス

「
性
」
観
念
、

一
夫
一
婦
制
の
存
立
基
礎

二

0
0

「
一
夫
一
婦
結
合
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一
夫
1

婦
制
の
存
立
基
礎

―1
0
 

、
、
、

の
基
礎
が
…
…
人
問
理
性
の
自
然
性
に
基
ず
く
」
と
い
う
。
更
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
自
然
法
の
立
場
か
ら
、
田
中
耕
太
郎
「
家
族
制
度
全
集
」
史
論
篇
第

一
巻
五
三
頁
以
下
、
と
く
に
六
九
頁
以
下
も
、
一
夫
一
婦
形
式
の
永
遠
性
を
説
く
。
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